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 図面目録 

広島高速道路情報板設備システム系統図1( 撤去) ( 1号線)

路線図

案内図

広島高速道路情報板設備システム系統図1( 更新) ( 1号線)

山陽自動車道情報板機器配置配線図( 撤去)

BL2型情報板装柱図( 撤去) ( 山陽道BL No. 1)

BL2型情報板装柱図( 撤去) ( 山陽道BL No. 2)

福田料金所情報板機器配置配線図( 撤去)

BL2型情報板装柱図( 撤去) ( 福田BL No. 1, No. 2)

広島東料金所機器配置配線図( 撤去)

山陽自動車道情報板機器配置配線図( 更新)

BL2型情報板装柱図( 更新) ( 山陽道BL No. 1)

BL2型情報板装柱図( 更新) ( 山陽道BL No. 2)

福田料金所情報板機器配置配線図( 更新)

BL2型情報板装柱図( 更新) ( 福田BL No. 1, No. 2)

広島東料金所機器配置配線図( 更新)

福木ト ンネル入口補助警報板機器配置配線図( 撤去)

福木ト ンネル入口補助警報板機器配置配線図( 更新)

福木ト ンネル入口警報板機器配置配線図( 撤去)

福木ト ンネル入口警報板機器配置配線図( 更新)

DSL型情報板装柱図( 撤去) ( 福木ト ンネル下り DSL)

福田電気室機器配置配線図( 撤去)

CL2型情報板装柱図( 撤去) ( 都市高速広島東料金所CL No. 1, No. 2, No. 3)

DL型情報板装柱図( 更新) ( 福木ト ンネル上り DL･福木ト ンネル下り DL)

DSL型情報板装柱図( 更新) ( 福木ト ンネル下り DSL)
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広島高速道路情報板設備システム系統図2( 撤去) ( 3号線)
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広島高速道路凍結表示板設備システム系統図( 撤去) ( 1号線) NON

広島高速道路凍結表示板設備システム系統図( 更新) ( 1号線) NON

広島高速道路情報板設備配線系統図( 撤去) ( 1号線) NON
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凍結表示板設備機器配置配線図( 全体) ( 撤去)

凍結表示板( No. 1) 設置図( 撤去) ( 広島東JCT, 4号ラ ンプ)

凍結表示板( No. 2) 設置図( 撤去) ( 広島東JCT, 2号ラ ンプ)

凍結表示板( No. 3) 設置図( 撤去) ( 広島東JCT, 1号･3号ラ ンプ)

馬木入口No. 1情報板配置配線図( 更新)

BL2型情報板装柱図( 更新) ( 馬木BL No. 1)

BL2型情報板装柱図( 更新) ( 馬木BL No. 2)

凍結表示板設備機器配置配線図( 全体) ( 更新)

凍結表示板( No. 1) 設置図( 更新) ( 広島東JCT, 4号ラ ンプ)

凍結表示板( No. 2) 設置図( 更新) ( 広島東JCT, 2号ラ ンプ)
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馬木入口No. 2情報板配置配線図( 撤去)

馬木入口No. 2情報板配置配線図( 更新)
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凍結表示板装柱図( 撤去) S=1: 10, 5

監視制御盤撤去図( ト ンネル用)

吉島料金所情報板配置図( 撤去)
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馬木電気室機器配置配線図( 撤去)
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馬木出口情報板機器配置配線図( 撤去)

馬木出口情報板機器配置配線図( 更新)

広島東料金所アイ ラ ンド 平面図( 撤去)
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DL型情報板装柱図( 撤去) ( 福木ト ンネル上り DL･福木ト ンネル下り DL)
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AL2型情報板装柱図( 撤去) ( 馬木AL)

AL2型情報板装柱図( 更新) ( 馬木AL) S=1: 25, 15

S=1: 25, 15
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可変情報板F型支柱構造図( 1) ( 既設) ( 馬木AL･福木ト ンネル下り DL)

可変情報板F型支柱構造図( 2) ( 既設) ( 福木ト ンネル上り DL)

可変情報板( BL) F型支柱構造図( 1) ( 既設) ( 福田BL No. 1, No. 2)

可変情報板( BL) F型支柱構造図( 2) ( 既設) ( 山陽道BL No. 1)

可変情報板( BL) F型支柱構造図( 3) ( 既設) ( 山陽道BL No. 2)

可変式道路情報板F型支柱点検台構造図( 1) ( 既設) ( 福田BL No. 1, No. 2･山陽道BL No. 1･福木ト ンネル上り DL･福木ト ンネル下り DL･馬木AL)

可変式道路情報板F型支柱点検台構造図( 2) ( 既設) ( 山陽道BL No. 2)

可変式道路情報板( CL) I 型支柱構造図( 1) ( 既設)

可変式道路情報板( CL) I 型支柱構造図( 2) ( 既設)

可変式道路情報板( CL) I 型支柱構造図( 3) ( 既設)

BL2型情報板F型支柱構造図( 1) ( 既設) ( 馬木BL No. 2)

BL2型情報板F型支柱構造図( 2) ( 既設) ( 馬木BL No. 2)

BL2型情報板F型支柱構造図( 3) ( 既設) ( 馬木BL No. 2)

BL2型情報板F型支柱構造図( 4) ( 既設) ( 馬木BL No. 2)

BL2型情報板F型支柱構造図( 1) ( 既設) ( 馬木BL No. 1)

BL2型情報板F型支柱構造図( 2) ( 既設) ( 馬木BL No. 1)

BL2型情報板F型支柱構造図( 3) ( 既設) ( 馬木BL No. 1)

BL2型情報板F型支柱構造図( 4) ( 既設) ( 馬木BL No. 1)
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山陽道BL

BL2

PPP

情報板I P伝送装置

馬木管理基地( 通信機械室)

3号宇品管理基地( 通信機械室) へ

BL2

PPP

CL2

PPP

BL2

PPP

福田BL

BL2 BL2

PPP

AL2

馬木BL

一般道

AL2

MC

BSL

MC

CL2

MC

BL2

PPP

AL2

( 入口)

伝送装置

ルータ

L2-SW

PPPモデム×2

L3-SW

基幹LAN-SW

情報板中央処理装置

ルータ

PPPモデム

L2-SW

3号宇品管理基地( 通信機械室) へ

4号沼田管理基地( 通信機械室) へ

公社本社( 通信機械室)

間所料金所
福田料金所

伝送装置

広島東料金所

伝送装置

( 通信機械室)

伝送装置

馬木電気室
温品料金所

伝送装置

( 金剛寺山TN南坑口)

伝送装置

( 出口)

伝送装置

間所料金所

( 9600bps・ 2W) ×1回線( 専用線)

( 9600bps・ 2W) ×1回線( 専用線)

( 9600bps・ 2W) ×2回線( 専用線)

幹線伝送幹線伝送幹線伝送幹線伝送 幹線伝送 幹線伝送 幹線伝送

DL

MC
防災

MC

押し 釦

PPP PPP

操作卓

火災信号

JLS

PPP

( 19. 2kbps・ 4W) ×1回線

本線下り

BL2

PPP

将来工事No. 2
馬木BL 馬木AL

編集卓

情報板I P伝送装置 （ 二重化）

情報板

情報板

L3-SW

基幹LAN-SW

基幹LAN-SW 基幹LAN-SW

電力遠制子局

受信盤

( 19. 2kbps・ 4W) ×1回線

( 9600bps・ 4W) ×2回線

L2-SW

監視制御盤

PPP

福木TN下り DSL

PPP

福木TN上り DL
福木TN下り DL

DL DSLCL2

PPP

都市高速

L2-SW L2-SWL2-SW L2-SWL2-SW L2-SW L2-SW

MCMC MC

L2-SW

L3-SW L3-SW

L2-SW

( 9600bps・ 4W) ×2回線

( 9600bps・ 4W) ×1回線

( 9600bps・ 4W) ×1回線

広島東料金所CL No. 1, No. 2 No. 1

： 既　 設

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

： 本工事( 更新)

PPPモデム×8

電力系遠制中央装置

交通系遠制中央装置

： 流出部情報板

： 入口情報板

： 料金所情報板

： ト ンネル入口補助警報板

： ト ンネル入口警報板

AL2

BL2

CL2

DSL

DL

( 9600bps・ 4W) ×2回線

No. 1
山陽道BL

No. 2
No. 1, No. 2

福田料金所CL

KP0. 530KP1. 640KP2. 430一般道一般道福田料金所都市高速山陽道( 広島東JCT)
広島東料金所 ( 大藪) KP0. 250

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑩

⑪

⑨

( 注記) 1. 図中のPPPモデムの仕様は下記の通り と する。
　 　 　 　 ①～⑪: V32

( 福田) ( 馬木)
一般道
( 温品)

温品料金所 KP4. 900 KP4. 945 KP5. 435

温品BL 温品料金所CL 温品AL 金剛寺山TN下り DL 間所AL 間所BSL 間所BL
No. 1, No. 2

一般道
( 間所)

( 温品JCT)

PPPモデム×3

制御処理部

　 　 　 2. ⑨の更新に際し 、 台板( 情報板I P伝送装置内
　 　 　 　 PPPモデム設置用) を 4枚見込む。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/
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広島高速道路情報板設備
3

NON

広島高速道路情報板設備システム系統図1( 更新)
3

( 1号線)
( 1号線)

システム系統図1( 更新)
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BL2

出島BL

MC

CL2

吉島料金所CL

PPP

BSL

吉島BSL

PPP

BL2

吉島BL

MC

吉島料金所( 出口)

L2-SW

伝送装置

出島料金所( 入口)

L2-SW

伝送装置

PPP

L3-SW

基幹LAN-SW 基幹LAN-SW

L2-SW

情報板
情報板I P伝送装置

L2-SW

PPPモデム×2

L2-SW

公社本社( 通信機械室)

操作卓

情報板
編集卓

基幹LAN-SW 基幹LAN-SW

L3-SW L3-SW

L2-SW

4号沼田管理基地へ

1号馬木管理基地

吉島料金所( 入口)

L2-SW

伝送装置

MCMC

ルータ 1

PPPモデム

ルータ 2

出島料金所( 出口)

L2-SW

伝送装置

MC

出島電気室( 通信機械室)

L2-SW

伝送装置

MC MC

： 既　 設

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

： 料金所情報板CL

( PPP 9600bps・ 2W)

( HDLC 9600bps・ 4W) ×1回線

( PPP 19. 2kbps・ 4W) ×1回線

 ×3回線

( PPP 9600bps・ 2W) ×1回線

吉島料金所

MC

AL2

出島AL

MC

AL2

吉島AL

( P100F型柱) ( P96門型柱)

No. 1, No. 2

PPP

観音BL

BL2
( 門型柱)

KP4. 819 KP4. 765一般道KP2. 085KP1. 035 一般道 一般道
( 観音)( 宇品) ( 出島)

一般道
( 吉島)

( 通信機械室) へ

( 通信機械室) へ

PPPPPP

ルータ

PPPPPP

情報板中央処理装置
( 二重化)

制御処理部

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

広島高速道路情報板設備
4

NON

広島高速道路情報板設備システム系統図2( 更新)
4

( 3号線)
( 3号線)

システム系統図2( 更新)



路面反射比率計

路面放射温度計

通風式気温計

雨雪量計

風向風速計

視程計

路面反射比率計

路面放射温度計

通風式気温計

雨雪量計

風向風速計

視程計

路面反射比率計

路面放射温度計

通風式気温計

風向風速計

気象観測装置 気象観測装置 気象観測装置

計測震度計

L2-SW

路面反射比率計

路面放射温度計

通風式気温計

雨雪量計

風向風速計

視程計

気象観測装置

計測震度計

L2-SW

L3-SW

基幹LAN-SW

記録装置

気象観測中央装置

馬木管理基地

交通量・ 気象I P伝送架

端末収容

( 通信機械室)

( 通信機械室)

通信機器収容架
計測震度計

公社本社( 通信機械室)

猿猴川橋( No35+97)鮎信大橋( 既設) 宇品大橋( 既設) 元安川( 東岸)( No92+00 門型標識柱共架)  P96付近

MC MC

MC

モデム

モデム

L2-SW

地震計

沼田管理基地

基幹/幹線伝送

端末収容

計測震度計

( 加速度計)

地震計
( 加速度計)

地震計
( 加速度計)

地震計
( 加速度計)

既設メ タ ルケーブル

PPP接続

既設メ タ ルケーブル

モデム

モデム

L2-SW

端末収容

( 通信機械室)

MC

L3-SW

基幹LAN-SW

基幹LAN-SW 基幹LAN-SW

L3-SW L3-SW

L2-SW

L2-SW

L3-SW

基幹LAN-SW

L3-SW

基幹LAN-SW

変換装置

山陽道( 広島東JCT)  凍結表示板

L2-SW

端末収容

( 通信機械室)

総合監視装置

路面反射比率計

路面放射温度計

通風式気温計

雨雪量計

風向風速計

視程計

気象観測装置

広島西大橋気象観測装置( 既設)

モデム

路面反射比率計

路面放射温度計

通風式気温計

雨雪量計

視程計

気象観測装置

沼田気象観測装置( 既設)

モデム

L2-SW

通信機器収容架

MC

MC

高速1号線 高速2号線 高速3号線高速4号線

： 既　 設

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

凍結表示板№1 凍結表示板№2

凍結表示板

気温表示板

凍結表示板№3

感雨センサー

気温センサー

路面放射温度計

制御器

凍結表示板

気温表示板

感雨センサー

気温センサー

路面放射温度計

制御器

凍結表示板

気温表示板

感雨センサー

気温センサー

路面放射温度計

制御器

( 通信機械室)( 通信機械室)

東雲電気室 出島電気室

福田電気室

宇品管理基地

光端局

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

広島高速道路凍結表示板
5

NON

広島高速道路凍結表示板設備システム系統図( 更新)
5

( 1号線)
( 1号線)

設備システム系統図( 更新)



山陽道BL 山陽道BL

BL2

PPP

情報板I P伝送装置

馬木管理基地( 通信機械室)
電力系遠制中央装置

交通系遠制中央装置

3号宇品管理基地( 通信機械室) へ

BL2

PPP

CL2

PPP

CL2

PPP

BL2

PPP

福田BL

BL2 BL2

PPP

AL2

馬木BL

( 入口)

伝送装置

ルータ

L2-SW

PPPモデム×2

L3-SW

基幹LAN-SW

ルータ

PPPモデム

L2-SW

3号宇品管理基地( 通信機械室) へ

4号沼田管理基地( 通信機械室) へ

公社本社( 通信機械室)

間所料金所
福田料金所

伝送装置

広島東料金所

伝送装置

( 通信機械室)

伝送装置

馬木電気室
温品料金所

伝送装置

( 金剛寺山TN南坑口)

伝送装置

( 出口)

伝送装置

間所料金所

( 9600bps・ 2W) ×1回線( 専用線)

( 9600bps・ 2W) ×1回線( 専用線)

( 9600bps・ 2W) ×2回線( 専用線)

幹線伝送幹線伝送幹線伝送幹線伝送 幹線伝送 幹線伝送 幹線伝送

防災

MC

押し 釦

PPP PPP

操作卓

火災信号

( 19. 2kbps・ 4W) ×1回線

No. 2
馬木BL 馬木AL

編集卓

情報板I P伝送装置 （ 二重化）

情報板

情報板

L3-SW

基幹LAN-SW

基幹LAN-SW 基幹LAN-SW

電力遠制子局

受信盤

福田料金所CL

( 19. 2kbps・ 4W) ×1回線

( 19. 2kbps・ 4W) ×4回線

L2-SW

PPPPPP

DL DSLCL2

PPP

都市高速

凡　 例

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

( 19. 2kbps・ 4W) ×1回線

L2-SW L2-SWL2-SW L2-SWL2-SW L2-SW L2-SW

MCMC MC

L2-SW

L3-SW L3-SW

L2-SW

( 19. 2kbps・ 4W) ×2回線

( 19. 2kbps・ 4W) ×1回線

( 19. 2kbps・ 4W) ×1回線

広島東料金所CL No. 1, No. 2 No. 1

PPPモデム×9

： 流出部情報板

： 入口情報板

： 料金所情報板

： ト ンネル入口補助警報板

： ト ンネル入口警報板

AL2

BL2

CL2

DSL

DL

No. 1 No. 2
No. 1, No. 2

都市高速
広島東料金所CL

No. 3

福木TN上り DL
福木TN下り DL

福木TN下り DSL

山陽道( 広島東JCT) 都市高速
広島東料金所

福田料金所 一般道 一般道 KP2. 43 KP1. 64 KP0. 53 一般道
( 大藪) KP0. 25

AL2

MC

BSL

MC

CL2

MC

BL2

PPP

AL2 DL

MC

JLS

PPP

本線下り

BL2

PPP

将来工事

一般道
( 温品)

温品料金所 KP4. 900 KP4. 945 KP5. 435

温品BL 温品料金所CL 温品AL 金剛寺山TN下り DL 間所AL 間所BSL 間所BL
No. 1, No. 2

一般道
( 間所)

( 温品JCT)

監視制御盤

PPPモデム×3

( 福田) ( 馬木)

制御処理部

情報板中央処理装置

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

広島高速道路情報板設備
6

NON

広島高速道路情報板設備システム系統図1( 撤去)
6

( 1号線)
( 1号線)

システム系統図1( 撤去)



宇品管理基地( 通信機械室)

L3-SW

1号馬木管理基地( 通信機械室) へ

仁保料金所出口へ

仁保料金所( 入口) へ

L2-SW

通信制御装置

( PPP 9600bps・ 2W)

MC

CL2

吉島料金所CL

MC

吉島料金所( 出口)

L2-SW

伝送装置

出島料金所( 入口)

L2-SW

伝送装置

L3-SW

基幹LAN-SW 基幹LAN-SW

L2-SW

情報板
情報板I P伝送装置

L2-SW

PPPモデム×2

L2-SW

公社本社( 通信機械室)

操作卓

情報板
編集卓

基幹LAN-SW 基幹LAN-SW

L3-SW L3-SW

L2-SW

4号沼田管理基地

1号馬木管理基地

吉島料金所( 入口)

L2-SW

伝送装置

MCMC

ルータ 1

 ×3回線

PPPモデム

ルータ 2

( PPP 9600bps・ 2W) ×1回線

出島料金所( 出口)

L2-SW

伝送装置

MC

出島電気室( 通信機械室)

L2-SW

伝送装置

MC MC

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

： 料金所情報板CL

吉島料金所

AL2

仁保沖AL

BL2

宇品BL

PPP

AL2

宇品AL

MC

BL2

出島BL

PPP

BSL

吉島BSL

PPP

BL2

吉島BL

MC

AL2

出島AL

MC

AL2

吉島AL

( P100F型柱) ( P96門型柱)

No. 1, No. 2

PPP

観音BL

BL2
( 門型柱)

KP4. 819 KP4. 765一般道KP2. 085KP1. 035 一般道 一般道
( 観音)( 宇品) ( 出島)

一般道
( 吉島)

PPPPPP

PPP

( HDLC 9600bps・ 4W) ×1回線

( PPP 19. 2kbps・ 4W) ×1回線

PPPPPP

ルータ

( 通信機械室) へ

( 通信機械室) へ

情報板中央処理装置
( 二重化)

制御処理部

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

広島高速道路情報板設備
7

NON

広島高速道路情報板設備システム系統図2( 撤去)
7

( 3号線)
( 3号線)

システム系統図2( 撤去)



路面反射比率計

路面放射温度計

通風式気温計

雨雪量計

風向風速計

視程計

路面反射比率計

路面放射温度計

通風式気温計

雨雪量計

風向風速計

視程計

路面反射比率計

路面放射温度計

通風式気温計

風向風速計

気象観測装置 気象観測装置 気象観測装置

計測震度計

L2-SW

路面反射比率計

路面放射温度計

通風式気温計

雨雪量計

風向風速計

視程計

気象観測装置

計測震度計

L2-SW

L3-SW

基幹LAN-SW

記録装置

気象観測中央装置

馬木管理基地

交通量・ 気象I P伝送架

端末収容

( 通信機械室)

( 通信機械室)

通信機器収容架
計測震度計

公社本社( 通信機械室)

猿猴川橋( No35+97)鮎信大橋( 既設) 宇品大橋( 既設) 元安川( 東岸)( No92+00 門型標識柱共架)  P96付近

MC MC

MC

モデム

モデム

L2-SW

地震計

沼田管理基地

基幹/幹線伝送

端末収容

計測震度計

( 加速度計)

地震計
( 加速度計)

地震計
( 加速度計)

地震計
( 加速度計)

既設メ タ ルケーブル

PPP接続

既設メ タ ルケーブル

モデム

モデム

L2-SW

端末収容

( 通信機械室)

MC

L3-SW

基幹LAN-SW

基幹LAN-SW 基幹LAN-SW

L3-SW L3-SW

L2-SW

L2-SW

L3-SW

基幹LAN-SW

L3-SW

基幹LAN-SW

変換装置

山陽道( 広島東JCT)  凍結表示板

L2-SW

端末収容

( 通信機械室)

凍結表示板№1

総合監視装置

路面反射比率計

路面放射温度計

通風式気温計

雨雪量計

風向風速計

視程計

気象観測装置

広島西大橋気象観測装置( 既設)

モデム

路面反射比率計

路面放射温度計

通風式気温計

雨雪量計

視程計

気象観測装置

沼田気象観測装置( 既設)

モデム

L2-SW

通信機器収容架

凍結表示板№2

MC

凍結表示板

気温表示板

凍結表示板№3

MC

高速1号線 高速2号線 高速3号線高速4号線

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

感雨センサー

気温センサー

路面放射温度計

制御器

凍結表示板

気温表示板

感雨センサー

気温センサー

路面放射温度計

制御器

凍結表示板

気温表示板

感雨センサー

気温センサー

路面放射温度計

制御器

( 通信機械室)( 通信機械室)

東雲電気室

宇品管理基地

出島電気室

福田電気室

光端局

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

広島高速道路凍結表示板
8

NON

広島高速道路凍結表示板設備システム系統図( 撤去)
8

( 1号線)
( 1号線)

設備システム系統図( 撤去)



BL2

BL2

CL2

CL2

CL2

CL2

CL2

DL

BL2

DSL

DL AL2

馬木AL
KP 2. 43

福木ト ンネル上り DL
KP 1. 64

福木ト ンネル下り DSL
KP 0. 53

福木ト ンネル下り DL
KP 0. 25

KP 0. 45
( 上り 線)

馬木電気室

( 電気室・ 通信機械室)

福田電気室

( 電気室・ 通信機械室)

福田料金所機械室

( 福田料金所)

( 広島東料金所)

( 広島東料金所)

都市高速広島東料金所CL No. 1

都市高速広島東料金所CL No. 2

NEXCO

公社

公社

福田BL No. 2
( 一般道( 福田) )

中電引込み

中電引込み

( 一般道( 福田) )
福田BL No. 1

馬木管理基地

( 通信機械室)

NEXCO

CV 5. 5sq-3C CCP-AP 0. 65-10P CCP-AP 0. 65-20P

CCP-AP-SS 0. 65-20P

C
C
P
-
A
P
-
S
S
 
0
.
6
5
-
10

P

CV 3. 5sq-3CCCP-AP 0. 65-10P

CCP-AP 0. 65-50P, SM-24C

CCP-AP 0. 65-60P, SM-24C

C
C
P
-
A
P
 
0
.
6
5
-
1
0
0
P
,
S
M
-2

4C

CCP-AP 0. 65-10P

CV 3. 5sq-3C

CCP-AP 0. 65-20P

VVR 3. 5sq-3C

VVR 3. 5sq-3C

CV 3. 5sq-3C

CCP-AP 0. 65-30P

CV 3. 5sq-3C

CV 5. 5sq-3C

CCP-AP 0. 65-20P

VVR 8sq-3C

CCP-AP 0. 65-10P

広島東電気室

BL2

BL2

CCP-AP 0. 65-60P

CCP-AP 0. 65-20P

VVR 5. 5sq-3C

CCP-AP 0. 65-20P

VVR 5. 5sq-3C

CCP-AP 0. 65-20P

CCP-AP 0. 65-20P

NEXCO

CCP-AP 0. 65-10P

CCP-AP 0. 65-10P

CCP-AP 0. 65-10P

CCP-AP 0. 65-10P

公社本社

( 通信機械室)
BL2

BL2

馬木BL
No. 2

中電引込み

No. 1
馬木BL

中電引込み

凍結板
SM-4C

CV 3. 5sq-3C×3
山陽道BL No. 1

山陽道BL No. 2

凍結板

№2

№1、 №3

凡　 例

： 既　 設

： 本工事( 更新)

： 既　 設

CCP-AP 0. 65-10P

CV 3. 5sq-3C

( 一般道( 大藪) )

NEXCO

： 流出部情報板

： 入口情報板

： 料金所情報板

： ト ンネル入口補助警報板

： ト ンネル入口警報板

AL

BL

CL

DSL

DL

福木ト ンネル

福木ト ンネル

( 下り 線)

( 上り 線)

CCP-AP 0. 65-10P

( 非常電話)

( 一般道( 馬木) )

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

広島高速道路情報板設備
9

NON

広島高速道路情報板設備配線系統図( 更新)
9

( 1号線)
( 1号線)

配線系統図( 更新)



　

B
CCP-AP 0. 65-20P( 再使用)

通信幹線にてNEXCO広島東電気室へ

NEXCO非常電話

BL2型情報板

KP 279. 720

A部詳細

BL2型情報板 ( 更新)

B

KP 278. 700

VVR 5. 5sq-3C( 再使用)
電源線はNEXCO広島東電気室より

電源線はNEXCO広島東電気室より
VVR 5. 5sq-3C( 再使用)

CCP-AP 0. 65-20P( 再使用)
通信線はNEXCO広島東電気室より

A1

D1

7272

73

74

75

6

77

8

KP 278. 7

KP 278. 8

KP 278. 9
B

山陽道

65

66

65

64

65

66

65

64

64

7

8

5

6

BL2型情報板

KP 279. 720

支柱

KP 279. 7

KP 279. 7

KP 279. 6

B

( 更新)

基礎

( 既設)

( 既設)

66 67

67

68

6
8 6 9

70

7
1

山
陽

道

BL2型情報板

( 既設)
支柱
基礎

( 更新)
( 既設)

KP 278. 700

B部詳細

広島高速1号線

広島東

NEXCO

広島東JCT

： 既　 設

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既設

( 更新)

A部 B部

（ 注記） 1. 電力ケーブル及び通信ケーブルは再使用するも のと する。

山陽道BL No. 1

山陽道BL No. 2

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

山陽自動車道情報板
10

S=1: 1500

 山陽自動車道情報板機器配置配線図( 更新)        
10

機器配置配線図( 更新)

S=1: 1500



　

A

D

都市高速広島東

C

D

D

C

CL2型情報板

C

A

A'

A

D

B

C

▼

▼

電気室

▼
▼

機
械

室

ガ
ード

レ
ール

ガ
ード

レ
ール

ガ
ー

ド
レ ー

ルガ
ード

レ ー
ル

メ
イ ン

ブ
ース

NO
.2

N
O.

2

NO
.2

NO
. 1

NO
.3

NO
.
2

NO
. 1

NO
.3

N
O
. 1

NO
. 1

NO
.
5

NO
. 4

N
O.

4

NO
.5

NO
.4

NO
.3

NO
.
3

NO
.4

NO
.5

福田料金所CL

C

B

C

機械室

CL2型情報板( No. 1)

都市高速広島東料金所CL

DL型情報板

C

C

C

C

名称 配線種別 備考配管

ケーブルラ ッ クCCP-AP 0. 65-20P

2 屋外ピッ ト , 屋外ラ ッ ク

情報板通信( CL2型)

名称 配線種別 備考配管

CV 3. 5sq-3C

4 屋外ピッ ト , 屋外ラ ッ ク

情報板電源( CL2型)

名称 配線種別 備考配管

5 屋外ピッ ト , 屋外ラ ッ ク

CV 3. 5sq-3C×2情報板電源( CL2型)

名称 配線種別 備考配管

CV 5. 5sq-3C

7 埋設配管

情報板電源( D型)

CV 3. 5sq-3C情報板電源( C型)

名称 配線種別 備考配管

CV 5. 5sq-3C

9 埋設配管

情報板電源 既設配管

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-10P

10 埋設配管

情報板通信

CV 5. 5sq-3C情報板電源

情報板電源 I V 3. 5sq

名称 配線種別 備考配管

CV 3. 5sq-3C

8 埋設配管

情報板電源( C型) 既設配管

名称 配線種別 備考配管

CV 3. 5sq-3C

12 埋設配管

情報板電源

CCP-AP 0. 65-10P情報板通信

名称 配線種別 備考配管

CV 3. 5sq-3C

13 埋設配管

情報板電源

CCP-AP 0. 65-10P情報板通信

情報板電源 I V 3. 5sq

2

4

5

5

5

7

7

8

9

9

9

10

11

11

9

8

8

12

12

13

FEP30

FEP30
既設配管

既設配管 既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

ガント リ ー

基礎

( 更新)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 更新)

支柱

基礎

名称 配線種別 備考配管

3 屋外ピッ ト , 屋外ラ ッ ク

ケーブルラ ッ クCCP-AP 0. 65-30P情報板通信( CL2型)

3

名称 配線種別 備考配管

6 埋設配管

CV 3. 5sq-3C×2情報板電源( CL2型)

6

ケーブルラ ッ ク

ケーブルラ ッ ク

既設配管

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-10P

11 埋設配管

情報板通信 既設配管

福木ト ンネル下り DL

8

8

情報板電源( CL2型) I V 3. 5sq 既設配管

情報板電源( CL2型) I V 3. 5sq 既設配管

情報板電源( CL2型) I V 3. 5sq 既設配管

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

： 既　 設

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

： 本工事( 撤去)CL2型情報板( No. 2) ( 更新)

( No. 2)

( No. 1)

( No. 2)

( No. 1)

( 既設)

A'

A

1

名称 配線種別 備考配管

ケーブルラ ッ クCCP-AP 0. 65-10P

1 屋外ピッ ト , 屋外ラ ッ ク

情報板通信( CL2型) 残置

料金所

福田
電気室

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

広島東料金所
11

S=1: 100011

 広島東料金所機器配置配線図( 更新)        

機器配置配線図( 更新)

S=1: 1000



NO. 2

NO. 2
福田電気室

NO.
1
N
O. 1

NO. 1

NO. 3

NO. 1

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

B

65

66

66

67

機械室

68

67

68

B

69

山陽道

70

ED

福田幹 80
( 中電柱)( 中電柱)

福田幹 81

電源引込 1φ2W200V

支柱 ( 既設)

福田BL No. 2

BL2型情報板

自営線　 合併料金所へ

( 更新)

ED

( 更新)

( 既設)

電源引込 1φ2W200V

福田BL No. 1

自営線　 合併料金所へ

BL2型情報板

支柱

( 中電柱)
福田幹 79T2

( 中電柱)
福田幹 79T1

( 中電柱)
福田幹 78

( 中電柱)
福田幹 77

( 中電柱)
福田幹 76

架線支持金具

架線支持金具

福田幹 82
( 中電柱)( 中電柱)

福田幹 83T1

( 中電柱)
福田幹 83

( 中電柱)
洋工支 1

( 中電柱)
洋工支 2

( NTT柱)
洋工二 1

( 中電柱)
洋工支 3

洋工支 4
( 中電柱)

( 中電柱)
洋工支 3T1

( 中電柱)
洋工支 5

洋工二 5
( NTT柱)

洋工2幹 7LA1
( NTT柱)

( NTT柱)
洋工2幹 7LA1L1

( NTT柱)
洋工二 7LA1D

洋工二 7LA2
( NTT柱)

ED-SD5

ED-SD5

引込柱B

引込柱B

引込柱A

( NTT柱)
洋工二 4

( 中電柱)
福田幹 79T3

福田幹 79T4
( 中電柱)

福田幹 75H1
( 中電柱)

福田幹 75H1H1
( 中電柱)

( 中電柱)
福田幹 74

100m50m

引込柱B

引込柱B

引込柱C

： 既　 設

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

名称 配線種別 配管 備考
CCP-AP 0. 65-20P FEP30

名称 配線種別 配管 備考
CCP-AP 0. 65-20P FEP30

埋設配管

埋設配管

名称 配線種別 配管 備考
CCP-AP-SS 0. 65-10P

埋設配管
名称 配線種別 配管 備考

CCP-AP-SS 0. 65-20P

埋設配管

情報板通信

情報板通信

情報板通信 既設配管 情報板通信 既設配管

基礎 ( 既設)

( 既設)基礎

名称 配線種別 配管 備考
CCP-AP 0. 65-20P G28

露出配管

情報板通信 既設

既設

既設

既設 既設

NEXCO広島東

福田料金所

都市高速広島東

（ 注記） 1. ケーブルは再使用するも のと する。

料金所

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

12

S=1: 100012

S=1: 1000 福田料金所情報板機器配置配線図( 更新)        
福田料金所情報板

機器配置配線図( 更新)



　

　

6

6

7

7

5

1
2

1
1

10

9

8

8 9

10

11

ST
A 

5+
28

ト
ン

ネ
ル

坑
口

DSL

DSL

0. 65-20P0. 65-10P

0. 65-10P

( S-20)

： 既　 設

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

ト
ン

ネ
ル

坑
口

ST
A 

5+
40

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-20P

CV 5. 5sq-3C

情報板通信

情報板電源

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-10P 既設配管

CV 5. 5sq-3C

情報板通信

情報板電源

I V 3. 5sq情報板電源

1 埋設配管

3 埋設配管

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-10P 既設配管情報板通信

2 埋設配管

2

1

既設配管

既設配管

既設配管

福木ト ンネル下り DSL

DSL型情報板 ( 更新)

3

既設

既設

既設

既設

既設

既設

A

A'

B

B'

B'

BA

A'

福木ト ンネル( 下り )

福木ト ンネル( 上り )

（ 注記） 1. ケーブルは再使用するも のと する。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

福木ト ンネル入口
13

S=1: 100013

 福木ト ンネル入口補助警報板機器配置配線図( 更新)        

機器配置配線図( 更新)

S=1: 1000

補助警報板



　

NO
.0

NO
.1

NO
.2

NO
.3

N
O.

16

N
O.

16

NO
.
17

NO
.1

7

NO
.1

8
NO

.3

NO
.
4

NO
.1

8

NO
. 1

9

1514

13

12

1 2

13

14

15

S
T
A
 
1
5
+
54

ト
ン

ネ
ル

坑
口

ト
ン

ネ
ル

坑
口

S
T
A
 
1
5
+
30

D

D

馬木管理基地

電気室

　

DL型情報板

輝度計

支柱

福木ト ンネル上り DL

( 更新)

( 既設)

( 既設)

： 既　 設

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

1
1

1

1

1

2

3

3

4

基礎 ( 既設)

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-20P 既設配管

CV 5. 5sq-3C

情報板通信( 下り DSL型)

情報板電源( 下り DSL型)

1 埋設配管

2 埋設配管

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-10P

CV 3. 5sq-3C

情報板通信( 上り D型)

情報板電源( 上り D型)

I V 3. 5sq情報板電源( 上り D型)

3 埋設配管

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-20P

CCP-AP 0. 65-10P

情報板通信( 下り DSL型)

情報板通信( A型)

CV 3. 5sq-3C情報板電源( 上り D型)

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

CV 3. 5sq-3C情報板電源( A型)

CV 5. 5sq-3C情報板電源( 下り DSL型)

4 埋設配管

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-10P

CV 3. 5sq-3C

既設配管

既設配管

情報板通信( A型)

情報板電源( A型)

CCP-AP 0. 65-10P情報板通信( 上り D型) 既設配管

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

B

C

C'

B'

福木ト ンネル( 下り )

福木ト ンネル( 上り )

馬
木

管
理

基
地

馬
木

電
気

室

C'

C

B'

B

（ 注記） 1. ケーブルは再使用するも のと する。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

福木ト ンネル入口警報板
14

S=1: 100014

 福木ト ンネル入口警報板機器配置配線図( 更新)        

機器配置配線図( 更新)

S=1: 1000



N
O.

4

N
O.

5

N
O.

6

NO
.1

9

NO
.
20

NO
.
21

NO
.
22

C

C'

A

NO
.
23

N
O.

2
４

N
O
.2

５

A

PB

PB

支柱

AL2型情報板

馬木AL

凡　 例

： 既　 設

： 本工事( 更新)

： 既　 設

基礎

( 更新)

( 既設)

( 既設)

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-10P 既設配管

CV 3. 5sq-3C

情報板通信( A型)

情報板電源( A型)

1 埋設配管

既設配管

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-10P CP54

CV 3. 5sq-3C

情報板通信( A型)

情報板電源( A型)

2 CP54( 2) 埋設

CP54

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-10P CP54

CV 3. 5sq-3C

情報板通信( A型)

情報板電源( A型)

3 CP54( 4) 埋設

CP54

1

1 1 1

1

2

3

3

既設

既設

既設

既設

既設

既設

C

C'

（ 注記） 1. ケーブルは再使用するも のと する。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

馬木出口情報板
15

S=1: 100015

 馬木出口情報板機器配置配線図( 更新)        

機器配置配線図( 更新)

S=1: 1000



5, 200 5, 200 5, 200 5, 200 5, 200 6, 100

300 300 300 300 300

42 3 6 7 8 9 10

300

6, 100 5, 200 5, 200 5, 200 5, 200 5, 200 6, 100

3, 500 2, 200 2, 200 3, 000 2, 200 3, 000 2, 200 3, 000 2, 200 2, 200 3, 000 2, 200 3, 000 2, 200 3, 500 1, 500

300

入口 入口入口

出口出口出口出口出口出口

5, 7006, 100

6
,
5
0
0

3
,
2
5
0

3
,
2
5
0

3
,
2
5
0

3
,
2
5
0

ゲート 芯

柱芯

柱芯

庇先端

庇先端

0ゲート 芯 0 ブース

ブース

ブース

ブース ブース

3, 500

5, 700

1, 000

1, 000

PP5 PP5
PP5

PP5

PP1 PP1 PP1

17, 750

14, 700

5, 200

3, 000

5, 200

5

49, 100

VP100φVP100φ

VP100φ

V
P
1
0
0
φ

V
P
1
0
0
φ

VP100φ

VP100φ

V
P
1
0
0
φ

V
P
1
0
0
φ

VP100φ

( ガン ト リ ー)

( ガン ト リ ー基礎)( ガン ト リ ー基礎)( ガン ト リ ー基礎)( ガン ト リ ー基礎)( ガン ト リ ー基礎)( ガン ト リ ー基礎)( ガン ト リ ー基礎)

出口 ETCレーン

入口 ETCレーン

電気室より

入口 ETCレーン

出口 ETCレーン

ブース

( CL2型情報板)
( 更新)

目隠板

PP5

( 新設)

PP5

料金所CL No. 1
( CL2型情報板)

( 更新)

料金所CL No. 2

名称 配線種別 備考配管

CV 3. 5sq-3C×2

CCP-AP 0. 65-30P
ケーブルラ ッ ク

配管配線一覧表

A 屋外ラ ッ ク

CL2型情報板

CL2型情報板

名称 配線種別 備考配管

CV 3. 5sq-3C

CCP-AP 0. 65-20P
ケーブルラ ッ ク

B 屋外ラ ッ ク

CL2型情報板

CL2型情報板

B

名称 配線種別 備考配管

CV 3. 5sq-3C 

I V 3. 5 ピッ ト

C 屋外ピッ ト

CCP-AP 0. 65-10P

CL2型情報板

CL2型情報板

CL2型情報板

CC

： 既　 設

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

： 本工事( 更新)

A

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

( 既設) ( 既設) ( 既設) ( 既設) ( 既設) ( 既設) ( 既設)

( 既設)

D

E

名称 配線種別 備考配管

D 屋外ラ ッ ク

CL2型情報板 残置CCP-AP 0. 65-10P

名称 配線種別 備考配管

E 屋外ピッ ト

CL2型情報板 残置CCP-AP 0. 65-10P

都市高速広島東 都市高速広島東

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

広島東料金所
16

S=1: 100

 広島東料金所アイ ラ ンド 平面図( 更新)        
16

S=1: 100

アイ ラ ンド 平面図( 更新)



　

広島中島線

( 県道70号)

福木集会所

シェ ル石油

馬木6( 北)

馬木6

テク シード

山陽建工

東洋家具

馬木7

馬木6

温品方面 高速1号線方面

N

次1左5左1
フ ク ダカ ン98

ED

配線系統図

電力

西1 17D

NTT

( 既設)

( 既設)

引込点

情報板

保安器箱

CV 5. 5sq-2C

NTT引込線

NTT柱

ED

CV 5. 5sq-2C

中電柱

中電引込線

I V 3. 5sq

( 1φ200V)
引込開閉器盤

CPEV-S 0. 65-3P

B

： 既　 設

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

馬木BL No. 1

支柱

馬木6丁目付近

基礎

BL2型情報板 ( 更新)

( 既設)

( 既設)

（ 注記） 1. ケーブルは再使用するも のと する。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

馬木入口No. 1情報板
17

NON

 馬木入口No. 1情報板配置配線図( 更新)  
17

配置配線図( 更新)



NO
.0

NO
.1

NO
.2

NO
.3

N
O
.
1
6

N
O
.
1
6

N
O
.
1
7

N
O
.
1
7

N
O
.
1
8

NO
.3 N
O
.
4

NO
.
18

NO
. 1

5

N
O.

15

福木ト ンネル

NO
.
19

N
O
.
4

N
O
. 5

下り

馬木管理基地

上り

馬木料金所

N

配線系統図

馬木管理基地

CPEV-S 0. 9-15P

← 山陽道

間所 →

( 既設)

( 既設)

引込点

情報板

保安器箱

CV 5. 5sq-2C

ED

CV 5. 5sq-2C

中電柱

中電引込線

I V 3. 5sq

( 1φ200V)
引込開閉器盤

CPEV-S 0. 65-3P

中電: ト ヨ シバ支10右2

B

D

： 既　 設

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

馬木BL No. 2

支柱

基礎

BL2型情報板 ( 更新)

( 既設)

( 既設)

福木ト ンネル上り DL

（ 注記） 1. ケーブルは再使用するも のと する。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

馬木入口No. 2情報板
18

S=1: 100018

 馬木入口No. 2情報板配置配線図( 更新)        

配置配線図( 更新)

S=1: 1000



　

NO.95

N
O
.
9
6

N
O
.
9
7

NO. 95

N
O
.
9
6

N
O
.
9
7

NO. 9 5N
O
.
9
6

N
O
.
9
7

N
O
.
1

N
O
.
2

N
O
.
1

N
O
.
2

P99P100P101
P102

ラ ッ ク 200W×2( 既設)

ラ ッ ク 200W×2( 既設)

ラ ッ ク 200W×2( 既設)

ラ ッ ク 200W×2( 既設)

TC-2
-

TC-3
-

吉島料金所

仁保JCT →

TV-3
-

TV-2
-

吉島料金所( 入口) ( ブース)

吉島料金所( 出口) ( ブース)

吉島料金所CL

← 吉島

C

配線系統図

伝送装置
情報板

幹線分岐
( 入口)

( 3φ460V)

吉島料金所

出島電気室
C型電源

： 既　 設

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

SM-4C

CCP-AP 0. 9-10P

CVT 100sq

CV 60sq-3C

CVT 100sq

CV 60sq-3C
CCP-AP 0. 9-10P

SM-24C

SM-24C

CV 3. 5sq-2C SM-44CCV 3. 5sq-2C
CV 3. 5sq-3C

CV 3. 5sq-3C

SM-4C

既設

既設
既設

既設

既設

既設

既設

既設 既設
既設

既設

既設

既設

既設

既設

光ケーブル SM-4C

CV 3. 5sq-3C

I V 3. 5sq接地母線

CL2型情報板 ( 撤去) 　

　 　 　 支柱（ 既設）
　 　 　 基礎（ 既設）

吉島料金所CL

（ 注記） 1. ケーブルは再使用するも のと する。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

吉島料金所情報板配置図
19

1: 300

 吉島料金所情報板配置図( 更新)        
19

S=1: 300

( 更新)



No. 2

No. 2

No.
1
N
o . 1

No. 1

No. 3

No. 1

No. 3

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

機械室

68

68

69

山陽道

70

71

既設 P. BOX

： 既　 設

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

1

1

1

1

1

1

2

2

8

9
9 9 9

9

3

3

4

4

4

4

4 7

6

5

10

11

12
13

路面放射温度計№1 ( 更新)

支柱 ( 既設)

路面放射温度計№3 ( 更新)

支柱 ( 既設)

凍結表示板

凍結表示板No. 1

気温表示板

感雨センサー

気温センサー

制御機

支柱 ( 既設)

基礎 ( 既設)

( 更新)

( 更新)

( 更新)

( 更新)

( 更新)

凍結表示板

凍結表示板No. 3

気温表示板

感雨センサー

気温センサー

制御機

支柱 ( 既設)

基礎 ( 既設)

( 更新)

( 更新)

( 更新)

( 更新)

( 更新)

CV 3. 5sq-3C

SM-4C

CV 3. 5sq-3C

CV 3. 5sq-3C

配線種別名称 配管 備考

凍結板電源

凍結板通信

凍結板電源

凍結板電源

CV 3. 5sq-3C

配線種別名称 配管 備考

凍結板電源

CV 3. 5sq-3C 既設配管

配線種別名称 配管 備考

凍結板電源

SM-4C

配線種別名称 配管 備考

凍結板通信

配線種別名称 配管 備考

1

2

3

8
SM-4C

CV 3. 5sq-3C

凍結板通信

凍結板電源

CV 3. 5sq-3C凍結板電源

SM-4C凍結板通信

CV 3. 5sq-3C

CVV 3. 5sq-5C

10

C

配線種別名称 配管 備考

12

CV 3. 5sq-3C

配線種別名称 配管 備考

13

凍結板電源

CVV 3. 5sq-5C

CVV 3. 5sq-5C

配線種別名称 配管 備考

7

凍結板電源

CV 3. 5sq-3C 既設( 54)

配線種別名称 配管 備考

凍結板電源

4

CV 3. 5sq-3C 既設( 28)

配線種別名称 配管 備考

凍結板電源

5

CV 3. 5sq-3C 既設( 28～FEP30)

配線種別名称 配管 備考

凍結板電源

6

既設配管

既設配管

既設( 28～FEP30)

既設配管

既設( 54)

既設( FEP30)

既設( 54)
SM-4C

配線種別名称 配管 備考

凍結板通信

9

CV 3. 5sq-3C凍結板電源
既設( 54)

既設( 54)

配線種別名称 配管 備考

SM-4C凍結板通信

CV 3. 5sq-3C

CVV 3. 5sq-5C

11

凍結板電源
既設( 54～FEP50)

既設( 54～FEP50)

既設( FEP30)

凍結板信号

凍結板信号

凍結板信号

凍結板信号

埋設配管

埋設配管

埋設配管

露出配管 露出配管

埋設配管

露出配管

露出配管

埋設配管

埋設配管

埋設配管

露出配管

埋設配管

凍結表示板No. 1

凍結表示板No. 2

凍結表示板No. 3

凍結表示板No. 1

凍結表示板No. 1

凍結表示板No. 1

凍結表示板No. 1

凍結表示板No. 1

凍結表示板No. 3

凍結表示板No. 2

凍結表示板No. 2

凍結表示板No. 2

凍結表示板No. 2

凍結表示板No. 2

路面放射温度計№2 ( 更新)

支柱 ( 既設)

凍結表示板

凍結表示板No. 2

気温表示板

感雨センサー

気温センサー

制御機

支柱 ( 既設)

基礎 ( 既設)

( 更新)

( 更新)

( 更新)

( 更新)

( 更新)

路面放射温度計No. 1

路面放射温度計No. 2

路面放射温度計No. 2

路面放射温度計No. 3

路

凍

路

凍

凍

路

路
凍 ： 凍結表示板

： 路面放射温度計

福田電気室

NEXCO広島東

都市高速広島東

福田料金所

料金所

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

凍結表示板設備機器
20

20

配置配線図( 全体) ( 更新)

S=1: 1000

 凍結表示板設備機器配置配線図( 全体) ( 更新)        S=1: 1000



　

至る路面放射温度計へ※

路面放射温度計( No. 1) 設置図

至る凍結表示板( No. 1) 設置図へ

E 断面図

KC-33+支持金物L=150

至る凍結表示板へ※

CVV 3. 5sq-5C

69

山陽道

70C

D

A

B

E

B1ラ ンプ橋

A1ラ ンプ橋

C1ラ ンプ橋

D1ラ ンプ橋

凍結表示板( No. 1) 平面図
支柱

21-8-40 ( 800口×500L)
型枠基礎コ ンク リ ート ( 既設)

800φ

1, 000φ

P. BOX 300×300×200
( WP･SUS) ( 既設)

P. BOX 600×600×200

CV 3. 5sq-3C ( 28)

CV 3. 5sq-3C ( 28)

CV 3. 5sq-3C( FEP30)

( 埋設シート )

C 断面図B 断面図 D 断面図A 断面図

CVV 3. 5sq-5C ( 28)

CVV 3. 5sq-5C( FEP30)

凍結表示板( No. 1) 設置図

防水フ レ キ( TAF-28)

フ ェ ンス支柱( L=1, 100 60φ)

路面放射温度計

支柱( H=450 50A)
溶融亜鉛メ ッ キ

フ ェ ンス補強枠

( 挟み式)

防水フ レキ

2000

4
0
0

3
5
0

3
5

2
0
0

1
0
0

1
0
8
5

1
1
0
0

1
6
0

3
0
4

103007900103002000

1
0
0

8
0
0

5
0
05

0 1
2
0

1
2
0

1
5
0

6
0
0

2000

300 300

2000

300 300

1
4
0
0

2
6
0
0

2
0
2
0

3
0
0

1
4
0
0

2
5
0
0

1
4
0
0

200
0

272

A

凍結表示板( No. 1) 基礎

800φ

1, 000φ

A

支持金物L=150

支持金物L=150
P. BOX 300×300×200

( WP･SUS) ( 既設)

支持金物L=150

CV 3. 5sq-3C ( 28)

( 既設)

S=1: 1000

S=1: 20

S=1: 50

： 既　 設

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

( 更新)

路面放射温度計
( 更新)

CV 3. 5sq-3C 既設( 54)

配線種別名称 配管 備考

凍結板電源

1

CV 3. 5sq-3C 既設( 28～FEP30)

配線種別名称 配管

3

1 1

1

3

4

2

CV 3. 5sq-3C 既設( 28)

配線種別名称 配管

凍結板電源

2

CVV 3. 5sq-5C 既設( 28～FEP30)

配線種別名称 配管

凍結板信号

4

凍結板電源

： 本工事( 更新)

路面放射温度計No. 1 ( 更新)

( 既設)

凍結表示板

凍結表示板No. 1

気温表示板

感雨センサー

気温センサー

制御機

支柱 ( 既設)

基礎 ( 既設)

( 更新)

( 更新)

( 更新)

( 更新)

( 更新)

露出配管

露出配管

埋設配管

埋設配管

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

2. 寸法及び形状については参考と する。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

備考

備考

備考

500

B

B

D

D

1

凍結表示板

気温表示板

φ139. 8×t4. 5
支柱 ( 既設)

( 更新)

( 更新)

凍結表示板( No. 1) 設置図
S=1: 50

( 注記) 1. 配管の錆を落と し 、 公社が支給する塗料で補修するこ と 。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

凍結表示板( No. 1) 設置図
21

S=1: 1000
21

( 広島東JCT, 4号ラ ンプ)

S=1: 50, 20

 凍結表示板( No. 1) 設置図( 更新)             S=1: 1000, 50, 20

( 広島東JCT, 4号ラ ンプ)
( 更新)



68

68

69

山陽道

G

F

H

P. BOX

B1ラ ンプ橋

A1ラ ンプ橋

C1ラ ンプ橋

D1ラ ンプ橋

P. BOX 600×600×200

( 埋設シート )

( FEP50)

基礎 ( 既設)

凍結表示板( No. 2) 基礎

SM-4C
CV 3. 5sq-3C

( FEP50)

CVV 3. 5sq-5C

F 断面図 G 断面図

凍結表示板

気温表示板

φ139. 8×t 4. 5
支柱 ( 既設)

凍結表示板( No. 2) 設置図 路面放射温度計( No. 2) 設置図

凍結表示板( No. 2) 平面図

H 断面図

P. Box 600×350×200

フ ェ ンス支柱( L=1, 100 60φ)

CVV 3. 5sq-5C ( 28)

( WP・ SUS)
 P. Box 200×200×150

支柱( H=400 60φ)
溶融亜鉛メ ッ キ

フ ェ ンス補強枠
( 挟み式)

コ ンク リ ート 貫通

既設配管( 54）

防水フ レキ( TAF-28)

支持金物L=150

至る凍結表示板( No. 2) 設置図へ

1
1
0
0

1
0
8
5

4
0
0

3
5
0

3
5

2
0
0

1
0
0

700 600 700

2000

800φ

1000φ

800φ

1000φ

5
0

5
0
0

8
0
0

1
0
0

1
2
0

1
5
0

6
0
0

5000

270

1
2
0

凍結表示板( No. 2) 基礎

SM-4C
CV 3. 5sq-3C

( 54)

( 54)CVV 3. 5sq-5C

( 既設)

( 既設)

S=1: 50 S=1: 20

S=1: 1000

： 既　 設

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

( 更新)

( 更新)
路面放射温度計

( 更新)

路面放射温度計
( 更新)

1 1 1

1

2

3

： 本工事( 更新)

支柱

路面放射温度計No. 2 ( 更新)

( 既設)

凍結表示板

凍結表示板No. 2

気温表示板

感雨センサー

気温センサー

制御機

支柱 ( 既設)

基礎 ( 既設)

( 更新)

( 更新)

( 更新)

( 更新)

( 更新)

配線種別名称 配管 備考

SM-4C

CV 3. 5sq-3C

CVV 3. 5sq-5C

2

既設( 54)

SM-4C

配線種別名称 配管 備考

凍結板通信

1

CV 3. 5sq-3C凍結板電源
既設( 54)

既設( 54)

配線種別名称 配管 備考

SM-4C

CV 3. 5sq-3C

CVV 3. 5sq-5C

3

既設( 54～FEP50)

既設( 54～FEP50)

露出配管

露出配管

埋設配管

凍結板通信

凍結板電源

凍結板通信

凍結板電源

凍結板信号

凍結板信号

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)
( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

2. 寸法及び形状については参考と する。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

( 注記) 1. 配管の錆を落と し 、 公社が支給する塗料で補修するこ と 。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

凍結表示板( No. 2) 設置図
22

S=1: 1000
22

( 広島東JCT, 2号ラ ンプ)

S=1: 50, 20

 凍結表示板( No. 2) 設置図( 更新)             S=1: 1000, 50, 20

( 広島東JCT, 2号ラ ンプ)
( 更新)



路面放射温度計( No. 3) 設置図

至る凍結表示板( No. 3) 設置図へ

J 断面図

CV 3. 5sq-3C

( FEP30)

( FEP30)

C

凍結表示板No, 3設置図

I  断面図

基礎

P. Box 600×350×200

フ ェ ンス支柱 ( L=1. 100 60φ)

CVV 3. 5sq-5C( 28)

( WP･SUS) ( 既設)
P. Box 200×200×150

支柱（ H=450 50A）
溶融亜鉛メ ッ キ

フ ェ ンス補強枠
（ 挟み式）

コ ンク リ ート 貫通

既設配管( 54）

凍結表示板( No. 3) 廻り 配管配線平面図

P. BOX　 W500×H600×D250( 既設)

支柱ベースプレート

既設配管
至る路面放射温度計へ

基礎機械室

Ｉ

Ｊ

ガード レ ール

凍結表示板( No. 3) 平面図

B1ラ ンプ橋

A1ラ ンプ橋

C1ラ ンプ橋

D1ラ ンプ橋

C1ラ ンプ橋出口

A1ラ ンプ橋入り 口

5
0
0

1
2
0

5
0

4
5
0

8
0
0

1
0
0

800φ

1000φ

2000

272

3
0
4

1
6
0

1
1
0
0

4
0
0

3
5
0

3
5

2
0
0

1
0
0

1
0
8
5

700 600 700

2800

( 既設)

( 既設)

S=1: 20

S=1: 20

S=1: 20

S=1: 1000

： 既　 設

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

路面放射温度計
( 更新)

路面放射温度計
( 更新)

3

2

1 1

： 本工事( 更新)

CV 3. 5sq-3C

SM-4C

CV 3. 5sq-3C

CV 3. 5sq-3C

配線種別名称 配管 備考

凍結表示板No. 3

凍結表示板No. 2

凍結表示板No. 1

1

C

配線種別名称 配管 備考

2

CV 3. 5sq-3C

配線種別名称 配管 備考

3

CVV 3. 5sq-5C

既設配管

既設( FEP30)

既設( 54)

既設( FEP30)

支柱

路面放射温度計No. 3 ( 更新)

( 既設)

凍結表示板

凍結表示板No. 3

気温表示板

感雨センサー

気温センサー

制御機

支柱 ( 既設)

基礎 ( 既設)

( 更新)

( 更新)

( 更新)

( 更新)

( 更新)

凍結板電源

凍結板通信

凍結板電源

凍結板電源

凍結板信号

凍結板電源

埋設配管

埋設配管

露出配管

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

凍結表示板

気温表示板

φ139. 8×t4. 5
支柱 ( 既設)

( 更新)

( 更新)

2. 寸法及び形状については参考と する。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

( 注記) 1. 配管の錆を落と し 、 公社が支給する塗料で補修するこ と 。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

凍結表示板( No. 3) 設置図
23

S=1: 1000
23

( 広島東JCT, 1号･3号ラ ンプ)

S=1: 20

 凍結表示板( No. 3) 設置図( 更新)           S=1: 1000, 20

( 広島東JCT, 1号･3号ラ ンプ)
( 更新)



I V3. 5sq

CV3. 5sq-2C

配線系統図

メ タ リ ッ ク 幹線( 100P)

福田通信機械室2へ

福田通信機械室2へ
光幹線( 24C)

馬木管理基地より

メ タ リ ッ ク 幹線( 60P)

馬木管理基地より
光幹線( 24C)

UTP( 5E)

CCP-AP0. 65-10P×2

通信機械室

CCP-AP0. 65-30P

Ｍ
Ｄ
Ｆ

情報板より

監
視
制
御
盤

通
信
機
器
収
容
架

電気室

保
守
切
替
盤

接
地
端
子
盤

防
災
受
信
盤

CV3. 5sq-3C×2
情報板より

CV5. 5sq-3C

CCP-AP0. 65-20P

： 既　 設

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

13

名　 　 　 　 称

10

12 1～4

11

8 1～5

9

7

5

6

4

2

3

1

機 器 名 称

記　 号

j

l

k

i

h

g

e

f

d

c

b

a

備　 　 　 　 　 考

G

H

E

F

D

B

C

A

14

5 2

1

照明変圧器盤

所内変圧器盤

キ電盤

受電盤

蓄電池

充電器

接地端子盤

保守切換盤

イ ンバータ 盤

照明C/C盤

照明制御盤

照明制御盤

＜電気室＞

防災受信盤

監視制御盤

換気扇

ト ンネル照明用

道路照明用

AM再放送架( 下り 線)

AM再放送架( 上り 線)

FM再放送架( 上り 線)

FM再放送架( 下り 線)

消防無線電話装置( 坑内向)

消防無線電話装置( 坑外向)

遠制子局

MDF

共用装置架

基地局無線装置

警察用装置架

直流電源装置

＜通信機械室＞

発電機盤

空気圧縮機

交流発電機

ディ ーゼルエンジン

空気槽

燃料槽

給油箱

換気扇

＜発電機室＞

m 通信機器収容架

15 ATL受光部

名　 　 　 　 称記　 号 名　 　 　 　 称記　 号

4

h

l

j ｉ

g

13
9

14 5
8

12
2

1
5

2
5

12
1

E

F

d

c

e

f

通信機械室 10

1

b

a

3

8

8

m

2
8

8

6

6

11

7

15
4

12

発電機室電気室

34 2 C

A

B

H

3
G

D

k

ポンプ室

1

12

( 更新)

備　 　 　 　 　 考 備　 　 　 　 　 考

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

馬木電気室機器
24

S=1: 40

 馬木電気室機器配置配線図( 更新)        
24

S=1: 40

配置配線図( 更新)



点検足場

STK400φ355. 6×t11. 1

AA

B B

PL36

8-φ42穴

支柱昇降用足場

A-A 矢視
S=1: 15

B-B 矢視
S=1: 15

590

5
3
0
0

75 274 274 75

699

7
5

2
7
4

2
7
4

7
5

6
9
9

2
4
0

91

( 既設)

( 既設) ( 既設)

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

( 既設)

3360150

7
2
5
0

昇降用足場

( 既設)

1075

1
9
5
0

φ100穴

2×6-φ26穴

1
3
0
0

赤黄赤

3360

1
9
5
0

150 90

1
4
1
0

5
4
0

3450

1075

1000

情報板( AL2型)

( 更新)

880

確認し 、 異常な錆がある場合は補修をするこ と 。

      2.  寸法及び形状については参考と する。

( 注記) 1.  支柱、 基礎は再使用と するが、 異常な錆が無いか支柱を

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

AL2型情報板装柱図( 更新)
25

S=1: 25, 15

 AL2型情報板装柱図( 更新)        
25

S=1: 25, 15

( 馬木AL)
( 馬木AL)



AA

BB

点検足場

STK400 φ355. 6×11. 1

支柱昇降用足場

A-A 矢視
S=1: 15

昇降用足場

GL

590

5
3
0
0

B-B 矢視

PL36

8-φ42

S=1: 15

7
5

2
7
5

2
7
5

7
5

7
0
0

75 275 275 75

700

4
6
0

7
2
5
0

7
5
0

4
6
5

2
4
0

91

( 既設)

( 既設)

( 既設) ( 既設)

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

確認し 、 異常な錆がある場合は補修をするこ と 。

      2.  寸法及び形状については参考と する。

( 既設)

150 3360

1075

1
9
5
0

φ100穴

2×6-φ26穴

1
3
0
0

1075

1000

赤黄

3360

1
9
5
0

150 90

1
4
1
0

5
4
0

3450

880

情報板( BL2型)

( 更新)

( 注記) 1.  支柱、 基礎は再使用と するが、 異常な錆が無いか支柱を

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

26

S=1: 25, 15

 BL2型情報板 装柱図( 更新)        
26

S=1: 25, 15

( 山陽道BL No. 1)BL2型情報版装柱図( 更新)

( 山陽道BL No. 1)



AA

点検足場

STK400 φ355. 6×11. 1

支柱

昇降用足場

A-A 矢視
S=1: 15

昇降用足場

BB

点検足場

C-C 矢視
S=1: 25
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1
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7
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1
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B-B 矢視

PL36

8-φ42

S=1: 15
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75 275 275 75
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680190
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( 既設)

( 既設)

( 既設)

7
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0

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

( 既設)

( 既設)

( 既設)

150 3360

1075

1
9
5
0

φ100穴

2×6-φ26穴
1075

1000

赤黄赤

3360

1
9
5
0

150 90

1
4
1
0

5
4
0

3450880

情報板( BL2型)

( 更新)

確認し 、 異常な錆がある場合は補修をするこ と 。

      2.  寸法及び形状については参考と する。

( 注記) 1.  支柱、 基礎は再使用と するが、 異常な錆が無いか支柱を

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

27

S=1: 25, 1527

 BL2型情報板 装柱図( 更新)        S=1: 25, 15

( 山陽道BL No. 2)BL2型情報板装柱図( 更新)

( 山陽道BL No. 2)



自営線

1φ2W200V60HZ
中電引込み

B-B 矢視

PL36

8-φ42穴

1φ2W200V

WH

ELB2P
50AF
30AT

S=1: 15

分電盤結線図

昇降用足場

分電盤
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STK400 φ355. 6×11. 1

BB
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点検足場

590

7
5

2
7
5

2
7
5

7
5

7
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( 既設)

( 既設)

( 既設)

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設
( 既設)

1075

1
9
5
0

φ100穴

2×6-φ26穴

1
3
0
0

1075

1000

赤黄

3360

1
9
5
0

150 90

1
4
1
0

5
4
0

3450

150 3360

引込み金具

880

( 既設)
情報板( BL2型)

( 更新)

確認し 、 異常な錆がある場合は補修をするこ と 。

      2.  寸法及び形状については参考と する。

( 注記) 1.  支柱、 基礎は再使用と するが、 異常な錆が無いか支柱を

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

BL2型情報板装柱図( 更新)
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S=1: 25, 15

( 福田BL No. 1, No. 2)
( 福田BL No. 1, No. 2)
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ベースプレ ート 詳細図
S=1: 15
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( 更新)

( 既設)

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 CV 5. 5sq-2C 既設

BL2型情報板 I V 3. 5sq 既設

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 CPEV-S 0. 65-3P 既設

管内配管

管内配管

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 CV 5. 5sq-2C 既設

管内配管

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 NTT引込線

管内配管

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 I V 5. 5sq 既設

管内配管

基礎

( 既設)

( 既設)

既設

STK400 φ355. 6×11. 1
( 既設)STK400 φ355. 6×11. 1

( 既設)

情報板( BL2型)
( 更新)

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

： 本工事( 更新)
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確認し 、 異常な錆がある 場合は補修を するこ と 。

      2.  寸法及び形状については参考と する。

( 注記) 1.  支柱、 基礎は再使用と する が、 異常な錆が無いか支柱を

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

BL2型情報板装柱図( 更新)
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 BL2型情報板装柱図( 更新)        
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( 馬木BL No. 1)

( 馬木BL No. 1)



： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

： 本工事( 更新)
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ベースプレート 詳細図
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( 更新)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 CV 5. 5sq-2C 既設

BL2型情報板 I V 3. 5sq 既設

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 CPEV-S 0. 65-3P 既設

管内配管

管内配管

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 CV 5. 5sq-2C

管内配管

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 CPEV-S 0. 9-15P

管内配管

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 I V 5. 5sq

管内配管

既設

既設

既設

基礎

( 既設)

STK400φ355. 6×11. 1

( 既設)

( 既設)

STK400φ355. 6×11. 1

( 既設)

情報板( BL2型)

( 更新)
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確認し 、 異常な錆がある 場合は補修を するこ と 。

      2.  寸法及び形状については参考と する。

( 注記) 1.  支柱、 基礎は再使用と する が、 異常な錆が無いか支柱を

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

BL2型情報板装柱図( 更新)
30
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 BL2型情報板装柱図( 更新)        
30

S=1: 30, 15

( 馬木BL No. 2)

( 馬木BL No. 2)
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HMI

( M30アンカ ーボルト )
10-φ50穴

PL28

( M30アンカ ーボルト )
10-50×60( 長孔)
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イ ンタ ー名称板

( 更新)

試験中 試験中 試験中

Ｔ ｏ ｓ ｈ ｉ ｋ ｏ ｓ ｏ ｋ ｕ 広島高速道路公社１８２ － 広市都 高 速 東島 Ｈ ｉ ｒ ｏ ｓ ｈ ｉ ｍａ ｈ ｉ ｇ ａ ｓ ｈ ｉ

( 新設)

鋼管柱
( 既設)

銅管柱
( 既設)
銅管柱
( 既設)

銅管柱
( 既設)
銅管柱
( 既設)

銅管柱
( 既設)
銅管柱
( 既設)

( 既設)( 既設)( 既設)( 既設)( 既設)( 既設)( 既設)( 既設)( 既設)

CL2型情報板
( 更新)

S=1: 30 ベースプレ ート 詳細図 S=1: 30 ベースプレ ート 詳細図 S=1: 30 ベースプレ ート 詳細図 S=1: 30 ベースプレート 詳細図 S=1: 30

S=1: 30

( 更新)

( 既設) ( 既設)

目隠板 ( CL2型情報板)
料金所No. 2

( CL2型情報板)
料金所No. 1

ガント リ ー基礎
( 既設)( 既設)

ガント リ ー基礎
( 既設)( 既設)

( 既設)

( 既設)
( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設) ( 既設)

( 既設)

( 既設)
( 既設)

( 既設)

( 既設)

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

( 注記) 1.  支柱、 基礎は再使用と する。
      2.  料金所No. 1情報板撤去後
         目隠板を 設置するこ と 。
      3.  寸法及び形状については参考と する。

( 既設)

( 既設)

      4.  ケーブルは再使用するも のと する。
      5.  支柱、 基礎は再使用と するが、 異常な錆が無いか支柱を
　 　 　 　  確認し 、 異常な錆がある場合は補修をするこ と 。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

CL2型情報板装柱図( 更新)
31

S=1: 60, 30

 CL2型情報板 装柱図( 更新)        
31

S=1: 60, 30

( 都市高速広島東料金所CL No. 1, No. 2)
料金所CL No. 1, No. 2)

( 都市高速広島東
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配線要領図
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( 更新)

( 更新)

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設 ： 既　 設

： 本工事( 更新)

( 既設)

支柱 ( 既設)

( 既設)
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点検足場

( 既設)

確認し 、 異常な錆がある 場合は補修を するこ と 。

      2.  寸法及び形状については参考と する。

( 注記) 1.  支柱、 基礎は再使用と する が、 異常な錆が無いか支柱を

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

CL2型情報板装柱図( 更新)
32
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 CL2型情報板装柱図( 更新)        
32

S=1: 30

( 吉島料金所CL)

( 吉島料金所CL)
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S=1: 15

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設
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情報板( DL型)
( 更新)

確認し 、 異常な錆がある場合は補修をするこ と 。

      2.  寸法及び形状については参考と する。

( 注記) 1.  支柱、 基礎は再使用と するが、 異常な錆が無いか支柱を

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

DL型情報板装柱図( 更新)

 DL型情報板装柱図( 更新)        S=1: 25, 15

( 福木ト ンネル上り DL・ 福木ト ンネル下り DL)
・ 福木ト ンネル下り DL)

33

S=1: 25, 1533

( 福木ト ンネル上り DL



： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設
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( 既設)  S=1: 10

情報板( DSL型)
( 更新)

　 　 　 2.  形状及び寸法は参考と する。

( 注記) 1.  支柱、 基礎は再使用と する。

　 　 　 3.  取付金物の錆を 落と し 、 公社が支給する塗料で補修するこ と 。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

DSL型情報板装柱図( 更新)

 DSL型情報板装柱図( 更新)        S=1: 25

( 福木ト ンネル下り DSL)
( 福木ト ンネル下り DSL)

34

S=1: 2534
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単位重量 単品重量 重　 　 量

㎏/m, m
2

㎏/個 ㎏
数量規　 　 格材質

2 13. 10

3. 00 2 6. 00SS400

1. 68PL6×100×90SS400 0. 42 4

20. 78合計

チャ ンネルベース 鋼材表

47. 1

SS400  -100×50×5t 700 9. 36 6. 55

320 9. 36

備考
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M10ボルト 穴
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記　 事
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： 既　 設

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

： 本工事( 更新)

( 注記)  寸法及び形状については参考と する。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

監視制御盤更新図
35

S=1: 10

 監視制御盤更新図       
35

S=1: 10

( ト ンネル用)
( ト ンネル用)
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( 更新)
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( 更新)

支柱

( 既設)

： 既　 設

： 本工事( 更新)

凡　 例

： 既　 設

      2.  寸法及び形状については参考と する。

550

( 注記) 1.  支柱、 基礎は再使用と するが、 異常な錆が無いか支柱を
         確認し 、 異常な錆がある場合は補修をするこ と 。

      3.  ケーブルは再使用するも のと する。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

凍結表示板装柱図( 更新) 36

S=1: 10, 3

 凍結表示板装柱図( 更新)        
36

S=1: 10, 3
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( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度
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AL2型情報板外形図

 AL2型情報板外形図       S=1: 25
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( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社
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号

図面番号 縮 尺

令和3年度
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BL2型情報板外形図

 BL2型情報板外形図       S=1: 25
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※都市高速広島東料金所情報板と 同様の塗装仕様と し 、 膜厚は100μm以上と する 。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

CL2型情報板外形図( 1)

 CL2型情報板外形図( 1)        S=1: 25, 5
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( 注記)  寸法及び形状については参考と する。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名
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号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

CL2型情報板外形図( 2)

 CL2型情報板外形図( 2)        S=1: 25
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( 仮称) 広島高速1号線及び3号線
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広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名
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図面番号 縮 尺

令和3年度
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DL型情報板外形図

 DL型情報板外形図       S=1: 25
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( 注記)  寸法及び形状については参考と する。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

DSL型情報板外形図

 DSL型情報板外形図       S=1: 25
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　 　 　 2. 寸法及び形状については参考と する。
( 注記) 1. 本図は既設の支柱を示す。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度
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可変情報板

 可変情報板F型支柱構造図( 1) ( 既設)          S=1: 20, 15, 10
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S=1: 20
43

( 馬木AL

S=1: 15, 10 ( 馬木AL・ 福木ト ンネル下り DL)
F型支柱構造図( 1) ( 既設)

・ 福木ト ンネル下り DL)
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( 注記) 1. 本図は既設の支柱を示す。
2. 寸法及び形状については参考と する。
2. アイ ボルト ・ カ ッ プリ ングの取付指示は、 姿図による。
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高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名
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号

図面番号 縮 尺

令和3年度
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BL2型情報板

 BL2型情報板F型支柱構造図( 3) ( 既設)        S=1: 15, 5
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F型支柱構造図( 3) ( 既設)
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単位重量
kg/m OR kg/m2

項目 材質 寸法 単品重量 数量 重量( kg)

断面  長さ ( mm)     kg/個

柱部 STK400 φ 355. 6   ×11. 1 7 100 94. 3 669. 53 1 669. 53 柱

SS400 PL 4. 5   × 365 φ 35. 33 3. 69 1 3. 69 キャ ッ プ

SS400 PL 9   × 333 φ 70. 65 6. 15 1 6. 15 キャ ッ プ

SS400 M 16   × 40 L PW, SW 0. 115 1 0. 12 ボルト

SS400 PL 6 × 180 × 84 47. 1 0. 71 2 1. 42 パネル取付金具

SS400 PL 6 × 50 × 50 47. 1 0. 12 2 0. 24 リ ブプレ ート

SS400 M 12 0. 14 2 0. 28 アイ ボルト

SS400 CP 28 0. 09 2 0. 18 カ ッ プリ ング

SS400 PL 36   × 700   ×700 282. 6 138. 47 1 138. 47 ベースプレート

SS400 PL 12   × 310   ×185 94. 2 5. 40 8 43. 20 865. 26 ベースリ ブ

梁部( 上部) STK400 φ 216. 3   × 8. 2 621 42. 1 26. 14 1 26. 14 梁

SS400 PL 4. 5   ×216. 3 φ 35. 33 1. 30 1 1. 30 フ タ プレ ート

SS400 PL 19   × 400   ×800 149. 2 47. 74 1 47. 74 フ ラ ンジプレート

SS400 PL 12   × 82   ×112 94. 2 0. 87 2 1. 74 リ ブプレ ート

SS400 PL 12   × 82   ×169 94. 2 1. 31 1 1. 31 リ ブプレ ート

SS400 PL 12   × 82   ×137 94. 2 1. 06 1 1. 06 リ ブプレ ート

SS400 PL 12   × 82   ×216 94. 2 1. 67 1 1. 67 リ ブプレ ート

SS400 PL 12   × 94   ×127 94. 2 1. 12 2 2. 24 リ ブプレ ート

SS400 PL 12   × 122   ×290 94. 2 3. 33 1 3. 33 リ ブプレ ート

SS400 PL 12   × 136   ×290 94. 2 3. 72 1 3. 72 リ ブプレ ート

SS400 PL 12   × 150   ×290 94. 2 4. 10 1 4. 10 リ ブプレ ート

SS400 PL 12   × 153   ×235 94. 2 3. 39 2 6. 78 リ ブプレ ート

SS400 PL 12   × 350   ×228 94. 2 7. 52 1 7. 52 リ ブプレ ート

SS400 PL 19   × 325   ×800 149. 2 38. 79 1 38. 79 フ ラ ンジプレート

SS400 PL 9   × 800   ×112 70. 7 6. 33 1 6. 33 リ ブプレ ート

SS400 PL 9   × 60   ×112 70. 7 0. 48 8 3. 84 リ ブプレ ート

SS400 PL 9   × 120   ×112 70. 7 0. 95 1 0. 95 リ ブプレ ート

SS400 PL 9   × 150   ×112 70. 7 1. 19 1 1. 19 リ ブプレ ート

SS400 M 22   × 90 L 2N, 2PW 0. 541 6 3. 25 ボルト

STK400 φ 89. 1   × 3. 2 586 6. 8 3. 98 1 3. 98 パネル取付金具

SS400 PL 9 × 110 × 180 70. 7 1. 40 1 1. 40 168. 38 パネル取付金具

梁部( 下部) STK400 φ 216. 3   × 8. 2 621 42. 1 26. 14 1 26. 14 梁

SS400 PL 4. 5   × 216. 3φ 35. 33 1. 30 1 1. 30 フ タ プレート

SS400 PL 19   × 400   ×800 149. 2 47. 74 1 47. 74 フ ラ ンジプレート

SS400 PL 12   × 82   ×112 94. 2 0. 87 2 1. 74 リ ブプレ ート

SS400 PL 12   × 82   ×169 94. 2 1. 31 1 1. 31 リ ブプレ ート

SS400 PL 12   × 82   ×137 94. 2 1. 06 1 1. 06 リ ブプレ ート

SS400 PL 12   × 82   ×216 94. 2 1. 67 1 1. 67 リ ブプレ ート

SS400 PL 12   × 94   ×127 94. 2 1. 12 2 2. 24 リ ブプレ ート

SS400 PL 12   × 122   ×290 94. 2 3. 33 1 3. 33 リ ブプレ ート

SS400 PL 12   × 136   ×290 94. 2 3. 72 1 3. 72 リ ブプレ ート

SS400 PL 12   × 150   ×290 94. 2 4. 10 1 4. 10 リ ブプレ ート

SS400 PL 12   × 153   ×235 94. 2 3. 39 2 6. 78 リ ブプレ ート

SS400 PL 12   × 350   ×290 94. 2 9. 56 1 9. 56 リ ブプレ ート

SS400 PL 19   × 325   ×800 149. 2 38. 79 1 38. 79 フ ラ ンジプレート

SS400 PL 9   × 800   ×112 70. 7 6. 33 1 6. 33 リ ブプレ ート

SS400 PL 9   × 60   ×112 70. 7 0. 48 8 3. 84 リ ブプレ ート

SS400 PL 9   × 120   ×112 70. 7 0. 95 1 0. 95 リ ブプレ ート

SS400 PL 9   × 150   ×112 70. 7 1. 19 1 1. 19 リ ブプレ ート

SS400 M 22   × 90 L 2N, 2PW 0. 541 6 3. 25 ボルト

STK400 φ 101. 6   × 3. 2 180 7. 8 1. 40 1 1. 40 入線口

SS400 PL 9   × 150   ×150 70. 7 1. 59 1 1. 59 取付プレ ート

STK400 φ 101. 6   × 4. 2 440 10. 1 4. 44 1 4. 44 作業台固定金具

SS400 PL 9   × 260   ×320 70. 7 5. 88 1 5. 88 固定プレ ート

SS400 PL 9   × 315   ×320 70. 7 7. 13 1 7. 13 固定プレ ート

SS400 PL 9   × 135   ×302 70. 7 2. 88 1 2. 88 188. 36 リ ブプレ ート

タ ラ ッ プ部 SGP φ 34. 0   × 3. 2 5304 2. 4 12. 73 2 25. 46 タ ラ ッ プ

SS400 RB 16 φ 300 1. 58 0. 47 14 6. 58 タ ラ ッ プ

SS400 FB 6   × 50 107 2. 36 0. 25 10 2. 50 タ ラ ッ プ

SS400 FB 6   × 50 158 2. 36 0. 37 10 3. 70 タ ラ ッ プ

SS400 M 12   × 45 L 2N, 2PW 0. 099 10 0. 99 39. 23 ボルト

開口部 STKR400 □ 250   × 150   ×12. 0 50 67. 9 3. 40 2 6. 80 開口部

SS400 PL 4. 5   × 280   ×200 35. 33 1. 98 2 3. 96 開口部

SS400 PL 3. 2   × 350   ×270 25. 12 2. 37 2 4. 74 開口部

SUS304 M 6   × 20 L PW, SW 0. 008 12 0. 10 ボルト

SS400 PL 6 × 50 × 92 47. 1 0. 22 1 0. 22 アース端子金具

SS400 M 6   × 15 L PW 0. 006 1 0. 01 ボルト

SS400 RB 16 φ 356 1. 58 0. 56 2 1. 12 16. 95 フ ッ ク

歩廊部 SS400 L 65   × 65   × 6 870 5. 91 5. 14 2 10. 28 歩廊取付金具

SS400 M 16   × 55 L 2N, 2PW 0. 206 8 1. 65 ボルト

SS400 L 50   × 50   × 6 870 4. 43 3. 85 2 7. 70 歩廊枠

SS400 L 50   × 50   × 6 430 4. 43 1. 90 2 3. 80 歩廊枠

SS400 FB 6   × 50 330 2. 36 0. 78 1 0. 78 歩廊枠

SS400 M 16   × 50 L 2N, 2PW 0. 198 6 1. 19 ボルト

SPHC XG 21   × 400   × 840 13. 7 4. 60 1 4. 60 30. 00 歩廊床

手摺部 SGP φ 34. 0   × 3. 2 1 000 2. 43 2. 43 2 4. 86 手摺

SGP φ 34. 0   × 3. 2 810 2. 43 1. 97 2 3. 94 8. 80 手摺

合計 1316. 98

STK400 φ 34   × 3. 2 2 アイ ボルト

SS400 PL 6 × 75 × 125 47. 1 2 リ ブプレ ート

2. 43225 0. 55 1. 10

0. 44 0. 88

( 注記) 1. 本図は既設の支柱を示す。
2. 寸法等の数値は参考と する。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

BL2型情報板

 BL2型情報板F型支柱構造図( 4) ( 既設)  

56

56

F型支柱構成表( 4) ( 既設)
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( 馬木BL No. 2)
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3. ポールの表面処理は、 溶融亜鉛メ ッ キ( JI S H8641 2種 HDZ55) と する。
4. 溶融亜鉛めっ き 後、 ポリ ウレ タ ン塗装( ク スノ キブラ ウン 半ツヤ) と する。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

BL2型情報板
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S=1: 20
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F型支柱構造図( 1) ( 既設)
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S=1: 15
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S=1: 15
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S=1: 15

2. 寸法及び形状については参考と する。
3. アイ ボルト ・ カ ッ プリ ングの取付指示は、 姿図による。
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 BL2型情報板F型支柱構造図( 2) ( 既設)          S=1: 15, 5
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S=1: 15, 5

( 馬木BL No. 1)
F型支柱構造図( 2) ( 既設)
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2. 寸法及び形状については参考と する。
3. アイ ボルト ・ カ ッ プリ ングの取付指示は、 姿図による。
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 BL2型情報板F型支柱構造図( 3) ( 既設)       S=1: 15
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F型支柱構造図( 3) ( 既設)



単位重量
kg/m OR kg/m2項目 材質

寸法 単品重量
数量 重量( kg) 使用箇所

断面 長さ ( mm)     kg/個

柱部 STK400 φ 355. 6   ×11. 1 7 470 94. 3 704. 42 1 704. 42 柱

SS400 PL 4. 5   × 365 φ 35. 33 3. 69 1 3. 69 キャ ッ プ

SS400 PL 9   × 333 φ 70. 65 6. 15 1 6. 15 キャ ッ プ

SS400 M 16   × 40 L PW, SW 0. 115 1 0. 12 ボルト

SS400 PL 6 × 180 × 84 47. 1 0. 71 2 1. 42 パネル取付金具

SS400 PL 6 × 50 × 50 47. 1 0. 12 2 0. 24 リ ブプレート

SS400 M 12 0. 14 2 0. 28 アイ ボルト

SS400 CP 28 0. 09 2 0. 18 カ ッ プリ ング

STK400 φ 48. 6   × 3. 2 90 3. 6 0. 32 2 0. 64 機器取付金具

SS400 PL 6 × 75 × 170 47. 1 0. 60 2 1. 20 機器取付金具

SS400 PL 36   × 700   ×700 282. 6 138. 47 1 138. 47 ベースプレ ート

SS400 PL 12   × 310   ×185 94. 2 5. 40 8 43. 20 901. 99 ベースリ ブ

梁部( 上部) STK400 φ 216. 3   × 8. 2 621 42. 1 26. 14 1 26. 14 梁

SS400 PL 4. 5   ×216. 3 φ 35. 33 1. 30 1 1. 30 フ タ プレート

SS400 PL 19   × 400   ×800 149. 2 47. 74 1 47. 74 フ ラ ンジプレート

SS400 PL 12   × 82   ×112 94. 2 0. 87 2 1. 74 リ ブプレート

SS400 PL 12   × 82   ×169 94. 2 1. 31 1 1. 31 リ ブプレート

SS400 PL 12   × 82   ×137 94. 2 1. 06 1 1. 06 リ ブプレート

SS400 PL 12   × 82   ×216 94. 2 1. 67 1 1. 67 リ ブプレート

SS400 PL 12   × 94   ×127 94. 2 1. 12 2 2. 24 リ ブプレート

SS400 PL 12   × 122   ×290 94. 2 3. 33 1 3. 33 リ ブプレート

SS400 PL 12   × 136   ×290 94. 2 3. 72 1 3. 72 リ ブプレート

SS400 PL 12   × 150   ×290 94. 2 4. 10 1 4. 10 リ ブプレート

SS400 PL 12   × 153   ×235 94. 2 3. 39 2 6. 78 リ ブプレート

SS400 PL 12   × 350   ×228 94. 2 7. 52 1 7. 52 リ ブプレート

SS400 PL 19   × 325   ×800 149. 2 38. 79 1 38. 79 フ ラ ンジプレート

SS400 PL 9   × 800   ×112 70. 7 6. 33 1 6. 33 リ ブプレート

SS400 PL 9   × 60   ×112 70. 7 0. 48 8 3. 84 リ ブプレート

SS400 PL 9   × 120   ×112 70. 7 0. 95 1 0. 95 リ ブプレート

SS400 PL 9   × 150   ×112 70. 7 1. 19 1 1. 19 リ ブプレート

SS400 M 22   × 90 L 2N, 2PW 0. 541 6 3. 25 ボルト

STK400 φ 89. 1   × 3. 2 586 6. 8 3. 98 1 3. 98 パネル取付金具

SS400 PL 9 × 110 × 180 70. 7 1. 40 1 1. 40 168. 38 パネル取付金具

梁部( 下部) STK400 φ 216. 3   × 8. 2 621 42. 1 26. 14 1 26. 14 梁

SS400 PL 4. 5   ×216. 3 φ 35. 33 1. 30 1 1. 30 フ タ プレート

SS400 PL 19   × 400   ×800 149. 2 47. 74 1 47. 74 フ ラ ンジプレート

SS400 PL 12   × 82   ×112 94. 2 0. 87 2 1. 74 リ ブプレート

SS400 PL 12   × 82   ×169 94. 2 1. 31 1 1. 31 リ ブプレート

SS400 PL 12   × 82   ×137 94. 2 1. 06 1 1. 06 リ ブプレート

SS400 PL 12   × 82   ×216 94. 2 1. 67 1 1. 67 リ ブプレート

SS400 PL 12   × 94   ×127 94. 2 1. 12 2 2. 24 リ ブプレート

SS400 PL 12   × 122   ×290 94. 2 3. 33 1 3. 33 リ ブプレート

SS400 PL 12   × 136   ×290 94. 2 3. 72 1 3. 72 リ ブプレート

SS400 PL 12   × 150   ×290 94. 2 4. 10 1 4. 10 リ ブプレート

SS400 PL 12   × 153   ×235 94. 2 3. 39 2 6. 78 リ ブプレート

SS400 PL 12   × 350   ×290 94. 2 9. 56 1 9. 56 リ ブプレート

SS400 PL 19   × 325   ×800 149. 2 38. 79 1 38. 79 フ ラ ンジプレート

SS400 PL 9   × 800   ×112 70. 7 6. 33 1 6. 33 リ ブプレート

SS400 PL 9   × 60   ×112 70. 7 0. 48 8 3. 84 リ ブプレート

SS400 PL 9   × 120   ×112 70. 7 0. 95 1 0. 95 リ ブプレート

SS400 PL 9   × 150   ×112 70. 7 1. 19 1 1. 19 リ ブプレート

SS400 M 22   × 90 L 2N, 2PW 0. 541 6 3. 25 ボルト

STK400 φ 101. 6   × 3. 2 180 7. 8 1. 40 1 1. 40 入線口

SS400 PL 9   × 150   ×150 70. 7 1. 59 1 1. 59 取付プレート

STK400 φ 101. 6   × 4. 2 440 10. 1 4. 44 1 4. 44 作業台固定金具

SS400 PL 9   × 260   ×320 70. 7 5. 88 1 5. 88 固定プレート

SS400 PL 9   × 315   ×320 70. 7 7. 13 1 7. 13 固定プレート

SS400 PL 9   × 135   ×302 70. 7 2. 88 1 2. 88 188. 36 リ ブプレート

タ ラ ッ プ部 SGP φ 34. 0   × 3. 2 5 024 2. 4 12. 06 2 24. 12 タ ラ ッ プ

SS400 RB 16 φ 300 1. 58 0. 47 13 6. 11 タ ラ ッ プ

SS400 FB 6   × 50 107 2. 36 0. 25 10 2. 50 タ ラ ッ プ

SS400 FB 6   × 50 158 2. 36 0. 37 10 3. 70 タ ラ ッ プ

SS400 M 12   × 45 L 2N, 2PW 0. 099 10 0. 99 37. 42 ボルト

開口部 STKR400 □ 250   × 150   ×12. 0 50 67. 9 3. 40 2 6. 80 開口部

SS400 PL 4. 5   × 280   ×200 35. 33 1. 98 2 3. 96 開口部

SS400 PL 3. 2   × 350   ×270 25. 12 2. 37 2 4. 74 開口部

SUS304 M 6   × 20 L PW, SW 0. 008 12 0. 10 ボルト

SS400 PL 6 × 50 × 92 47. 1 0. 22 1 0. 22 アース端子金具

SS400 M 6   × 15 L PW 0. 006 1 0. 01 ボルト

SS400 RB 16 φ 356 1. 58 0. 56 2 1. 12 16. 95 フ ッ ク

歩廊部 SS400 L 65   × 65   × 6 870 5. 91 5. 14 2 10. 28 歩廊取付金具

SS400 M 16   × 55 L 2N, 2PW 0. 206 8 1. 65 ボルト

SS400 L 50   × 50   × 6 870 4. 43 3. 85 2 7. 70 歩廊枠

SS400 L 50   × 50   × 6 430 4. 43 1. 90 2 3. 80 歩廊枠

SS400 FB 6   × 50 330 2. 36 0. 78 1 0. 78 歩廊枠

SS400 M 16   × 50 L 2N, 2PW 0. 198 6 1. 19 ボルト

SPHC XG 21   × 400   × 840 13. 7 4. 60 1 4. 60 30. 00 歩廊床

手摺部 SGP φ 34. 0   × 3. 2 1 000 2. 43 2. 43 2 4. 86 手摺

SGP φ 34. 0   × 3. 2 810 2. 43 1. 97 2 3. 94 8. 80 手摺

1351. 90

STK400 φ 34   × 3. 2 2 アイ ボルト

SS400 PL 6 × 75 × 125 47. 1 2 リ ブプレート

2. 43225 0. 55 1. 10

0. 44 0. 88

合計

2. 寸法等の数値は参考と する。
( 注記) 1. 本図は既設の支柱を示す。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/
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BL2型情報板

 BL2型情報板F型支柱構成表( 4) ( 既設)  

60

60

( 馬木BL No. 1)

NON ( 馬木BL No. 1)
F型支柱構成表( 4) ( 既設)



1
5
0

1
6
0
0

5
4

500

320

35 250 35

160

3
5

2
3
0

1
5
3
0

8
9

1
7
9
8

8
0

6
4

5
8

φ
5
0
穴

4-M16ナッ ト

1

2

4

3

照号 名　 　 　 称 部品図． コ ード 番号 材　 料 一組分所要数 記　 　 　 　 　 　 事 

1 本体 SUS304 1

2 SUS304

3 組立品

4 A5052P

扉

LEDユニッ ト

化粧板

1

20

1

t 2. 0

t 1. 5

t 2. 0

寸法区分 外形

0. 5 以上 

6   以下
±0. 5

取付

±0. 2

寸法区分

400  ヲ コ エ 

1000 以下

外形

±4

取付

±2

±1. 0 ±0. 5
1000 ヲ コ エ 

2000 以下
±6 ±3

±1. 5 ±0. 8
2000 ヲ コ エ 

4000 以下
±8 ±4

±2. 5 ±1. 2
4000 ヲ コ エ 

6000 以下
±10 ±5

6   ヲ コ エ 

30  以下

30  ヲ コ エ 

120 以下

120 ヲ コ エ 

400 以下

寸   法   公   差

( 注記)  寸法及び形状については参考と する。

500

400 50

4
0
0

200200

2
3
0

9
0

8
0

110

4
8
0

3
0

180110

100

1
0
0

照号 名　 　 　 称 部品図． コ ード 番号 材　 料 一組分所要数 記　 　 　 　 　 　 事 

1 前面板 SUS304 1

2 SUS304

3 アク リ ル

4 SUS304

背面板

アク リ ル板

角型パチン錠

1

1

2

5 SUS304固定用蝶番 1 スリ ワリ 付ボルト ( M5) 止め 

6 A5052P化粧板 1 t2. 0

パープル

5

4

21

6
3

2-φ25取付穴

吊り 金具

φ80穴

4-φ18取付穴

気温板凍結表示板

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/
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凍結表示板外形図( 1) 61
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 凍結表示板外形図( 1)        
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318

2
2
5

1
5
0
0

450

225

1
0
0

1
0
0
0

200

1
2
0

4
0
0

14
0

550

照号 名　 　 　 称 部品図． コ ード 番号 材　 料 一組分所要数 記　 　 　 　 　 　 事 

1 筐体 SPCC 1

2 SPCC

3 SPCC

4 組立品

表扉

裏扉

防水ハンド ル

1

1

2

5 Sアイ ボルト 2 M12用

6 SPCC底板 1 t3. 2

7 SPCC遮熱板 1式

t2. 3

t 2. 3

t 2. 3

t 2. 3

寸法区分 外形

0. 5 以上 

6   以下
±0. 5

取付

±0. 2

寸法区分

400  ヲ コ エ 

1000 以下

外形

±4

取付

±2

±1. 0 ±0. 5
1000 ヲ コ エ 

2000 以下
±6 ±3

±1. 5 ±0. 8
2000 ヲ コ エ 

4000 以下
±8 ±4

±2. 5 ±1. 2
4000 ヲ コ エ 

6000 以下
±10 ±5

6   ヲ コ エ 

30  以下

30  ヲ コ エ 

120 以下

120 ヲ コ エ 

400 以下

寸   法   公   差

M8ナッ ト を内面に溶接済みP.
C.

D

感雨センサー取付用

1

2

7

6

3

5

4

2-φ95穴
2×4-M12

制御機

( 注記)  寸法及び形状については参考と する。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/
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凍結表示板外形図( 2) 62
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 凍結表示板外形図( 2)        
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路温センサ

2
5

6
0

1
0
5

20
0

80

1

2

100

φ140
2
0

2
9
5

φ120

感雨器

照号 記　 事材　 料

組立品本体部

名　 　 　 称

1

数 量

1

1

取付台

感知部

防鳥針

3-φ10

照号 記　 事材　 料

SUS304カ バー

名　 　 　 称

1

数 量

1 t1. 2

SUS304取付金具2 1 t 2. 0

（ 注記） 1. 寸法及び形状については参考と する。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/
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凍結表示板外形図( 3) 63
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 凍結表示板外形図( 3)        
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BL2

BL2

CL2

CL2

CL2

CL2

CL2

CL2

DL

BL2

DSL

DL AL2

馬木AL
KP 2. 43

福木ト ンネル上り DL
KP 1. 64

福木ト ンネル下り DSL
KP 0. 53

福木ト ンネル下り DL
KP 0. 25

KP 0. 45
( 上り 線)

馬木電気室

( 電気室・ 通信機械室)

福田電気室

( 電気室・ 通信機械室)

福田料金所機械室

( 福田料金所)

( 広島東料金所)

( 広島東料金所)

都市高速広島東料金所CL No. 1

都市高速広島東料金所CL No. 3

都市高速広島東料金所CL No. 2

NEXCO

公社

公社

公社

福田BL No. 2
( 一般道( 福田) )

中電引込み

中電引込み

( 一般道( 福田) )
福田BL No. 1

馬木管理基地

( 通信機械室)

NEXCO

福木ト ンネル

福木ト ンネル

CV 5. 5sq-3C CCP-AP 0. 65-10P CCP-AP 0. 65-20P

CCP-AP-SS 0. 65-20P

C
C
P
-
A
P
-
S
S
 
0
.
6
5
-
10

P

CV 3. 5sq-3CCCP-AP 0. 65-10P

CCP-AP 0. 65-50P, SM-24C

CCP-AP 0. 65-60P, SM-24C

C
C
P
-
A
P
 
0
.
6
5
-
1
0
0
P
,
S
M
-2

4C

CCP-AP 0. 65-10P

CV 3. 5sq-3C

CCP-AP 0. 65-20P

VVR 3. 5sq-3C

VVR 3. 5sq-3C

CV 3. 5sq-3C

CCP-AP 0. 65-30P

CV 3. 5sq-3C

CV 3. 5sq-3C( 本工事) 撤去

CV 5. 5sq-3C

CCP-AP 0. 65-20P

VVR 8sq-3C

CCP-AP 0. 65-10P

CCP-AP 0. 65-10P

広島東電気室

BL2

BL2

CCP-AP 0. 65-60P

VVR 5. 5sq-3C

CCP-AP 0. 65-20P

VVR 5. 5sq-3C

CCP-AP 0. 65-20P

CCP-AP 0. 65-20P

NEXCO

CCP-AP 0. 65-10P

CCP-AP 0. 65-10P

CCP-AP 0. 65-10P

CCP-AP 0. 65-10P

公社本社

( 通信機械室)
BL2

BL2

馬木BL
No. 2

中電引込み

No. 1
馬木BL

中電引込み

凍結板
SM-4C

CV 3. 5sq-3C×3
山陽道BL No. 1

山陽道BL No. 2

凍結板

№2

№1、 №3

凡　 例

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

CCP-AP 0. 65-10P

CV 3. 5sq-3C

( 一般道( 大藪) )

NEXCO

( 注記)  広島東料金所No. 1は撤去後目隠し 板を取り 付けるこ と 。

： 流出部情報板

： 入口情報板

： 料金所情報板

： ト ンネル入口補助警報板

： ト ンネル入口警報板

AL

BL

CL

DSL

DL

( 下り 線)

( 上り 線)

CCP-AP 0. 65-20P

( 非常電話)

( 一般道( 馬木) )

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/
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広島高速道路情報板設備
64

NON

広島高速道路情報板設備配線系統図( 撤去)
64

( 1号線)
( 1号線)

配線系統図( 撤去)



　

B
CCP-AP 0. 65-20P

通信幹線にてNEXCO広島東電気室へ

NEXCO非常電話

A部詳細

B

VVR 5. 5sq-3C
電源線はNEXCO広島東電気室より

電源線はNEXCO広島東電気室より
VVR 5. 5sq-3C

CCP-AP 0. 65-20P
通信線はNEXCO広島東電気室より

A1

D1

7272

73

74

75

6

77

8

KP 278. 7

KP 278. 8

KP 278. 9
B

山陽道

65

66

65

64

65

66

65

64

64

7

8

5

6

BL2型情報板

KP 279. 720

支柱

KP 279. 7

KP 279. 7

KP 279. 6

B

( 撤去)

基礎

( 既設)

( 既設)

66 67

67

68

6
8 6 9

70

7
1

山
陽

道

BL2型情報板

( 既設)
支柱
基礎

( 撤去)
( 既設)

KP 278. 700

B部詳細

広島高速1号線

広島東

NEXCO

広島東JCT

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既設

BL2型情報板

KP 279. 720

BL2型情報板 ( 撤去)

KP 278. 700

( 撤去)

A部 B部

山陽道BL No. 1

山陽道BL No. 2

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

山陽自動車道情報板
65

S=1: 1500

 山陽自動車道情報板機器配置配線図( 撤去)        
65

機器配置配線図( 撤去)

S=1: 1500



NO. 2

NO. 2
福田電気室

NO.
1
N
O. 1

NO. 1

NO. 3

NO. 1

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

B

65

66

66

67

機械室

68

67

68

B

69

山陽道

70

ED

福田幹 80
( 中電柱)( 中電柱)

福田幹 81

電源引込 1φ2W200V

支柱 ( 既設)

福田BL No. 2

BL2型情報板

自営線　 合併料金所へ

( 撤去)

ED

( 撤去)

( 既設)

電源引込 1φ2W200V

福田BL No. 1

自営線　 合併料金所へ

BL2型情報板

支柱

( 中電柱)
福田幹 79T2

( 中電柱)
福田幹 79T1

( 中電柱)
福田幹 78

( 中電柱)
福田幹 77

( 中電柱)
福田幹 76

架線支持金具

架線支持金具

福田幹 82
( 中電柱)( 中電柱)

福田幹 83T1

( 中電柱)
福田幹 83

( 中電柱)
洋工支 1

( 中電柱)
洋工支 2

( NTT柱)
洋工二 1

( 中電柱)
洋工支 3

洋工支 4
( 中電柱)

( 中電柱)
洋工支 3T1

( 中電柱)
洋工支 5

洋工二 5
( NTT柱)

洋工2幹 7LA1
( NTT柱)

( NTT柱)
洋工2幹 7LA1L1

( NTT柱)
洋工二 7LA1D

洋工二 7LA2
( NTT柱)

ED-SD5

ED-SD5

引込柱B

引込柱B

引込柱A

( NTT柱)
洋工二 4

( 中電柱)
福田幹 79T3

福田幹 79T4
( 中電柱)

福田幹 75H1
( 中電柱)

福田幹 75H1H1
( 中電柱)

( 中電柱)
福田幹 74

100m50m

引込柱B

引込柱B

引込柱C

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

名称 配線種別 配管 備考
CCP-AP 0. 65-20P FEP30

名称 配線種別 配管 備考
CCP-AP 0. 65-20P FEP30

埋設配管

埋設配管

名称 配線種別 配管 備考
CCP-AP-SS 0. 65-10P

埋設配管
名称 配線種別 配管 備考

CCP-AP-SS 0. 65-20P

埋設配管

情報板通信

情報板通信

情報板通信 既設配管 情報板通信 既設配管

基礎 ( 既設)

( 既設)基礎

名称 配線種別 配管 備考
CCP-AP 0. 65-20P G28

露出配管

情報板通信 既設

既設

既設

既設既設

NEXCO広島東

福田料金所

都市高速広島東

料金所

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

福田料金所情報板
66
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 福田料金所情報板機器配置配線図( 撤去)        

機器配置配線図( 撤去)

S=1: 1000



　

A

D

福田

都市高速広島東

C

D

C

D

C

CL2型情報板

C

A

A'
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D

B

C
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▼
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▼
▼

機
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ガ
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ガ
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レ
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ガ
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メ
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ブ
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O.
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NO
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NO
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NO
.3

NO
.
2

NO
. 1

NO
.3

N
O
. 1

NO
. 1

NO
.
5

NO
. 4

N
O.

4

NO
.5

NO
.4

NO
.3

NO
.3

NO
.4

NO
.5

福田料金所

C

C

B

C

機械室

CL2型情報板( No. 1)

都市高速広島東料金所CL

DL型情報板

C

C

C

C

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

名称 配線種別 備考配管

ケーブルラ ッ クCCP-AP 0. 65-20P

1 屋外ピッ ト , 屋外ラ ッ ク

情報板通信( CL2型)

名称 配線種別 備考配管

CV 3. 5sq-3C

3 屋外ピッ ト , 屋外ラ ッ ク

情報板電源( CL2型)

CV 3. 5sq-3C情報板電源( CL2型)

ケーブルラ ッ ク

名称 配線種別 備考配管

4 屋外ピッ ト , 屋外ラ ッ ク

CV 3. 5sq-3C×2情報板電源( CL2型)

CV 3. 5sq-3C情報板電源( CL2型)

ケーブルラ ッ ク

名称 配線種別 備考配管

CV 5. 5sq-3C

6 埋設配管

情報板電源( D型)

CV 3. 5sq-3C情報板電源( C型)

名称 配線種別 備考配管

CV 5. 5sq-3C

8 埋設配管

情報板電源 既設配管

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-10P

9 埋設配管

情報板通信

CV 5. 5sq-3C情報板電源

情報板電源 I V 3. 5sq

名称 配線種別 備考配管

CV 3. 5sq-3C

7 埋設配管

情報板電源( C型) 既設配管

名称 配線種別 備考配管

CV 3. 5sq-3C

11 埋設配管

情報板電源

CCP-AP 0. 65-10P情報板通信

名称 配線種別 備考配管

CV 3. 5sq-3C

12 埋設配管

情報板電源

CCP-AP 0. 65-10P情報板通信

情報板電源 I V 3. 5sq

13

1

14

3

4

4

4

6

6

7

8

8

8

9

10

10

8

7

7

11

11

12

FEP30

FEP30

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

ガント リ ー

基礎

( 撤去)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 撤去)

支柱

基礎

名称 配線種別 備考配管

2 屋外ピッ ト , 屋外ラ ッ ク

ケーブルラ ッ クCCP-AP 0. 65-30P情報板通信( CL2型)

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-10P

10 埋設配管

情報板通信 既設配管

名称 配線種別 備考配管

ケーブルラ ッ クCCP-AP 0. 65-10P ( 残置)

13 屋外ラ ッ ク

情報板通信( CL2型)

名称 配線種別 備考配管

CV 3. 5sq-3C

14 屋外ラ ッ ク

情報板電源( CL2型) ( 撤去)

2

名称 配線種別 備考配管

CV 3. 5sq-3C

5 埋設配管

情報板電源( CL2型) ( 撤去)

( 撤去)

( 撤去)

CV 3. 5sq-3C×2情報板電源( CL2型)

既設配管

5

ケーブルラ ッ ク

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-10P

15 屋外ピッ ト

情報板通信

CV 3. 5sq-3C情報板電源

情報板電源 I V 3. 5sq ピッ ト

( 撤去)

( 撤去)

( 残置)

15

7

7

福木ト ンネル下り DL

I V 3. 5sq情報板電源( CL2型)

I V 3. 5sq情報板電源( CL2型)

I V 3. 5sq情報板電源( CL2型) I V 3. 5sq情報板電源( CL2型) ケーブルラ ッ ク

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

A'

A

( 既設)

( No. 3)

( No. 2)

( No. 1)

( No. 3)

( No. 2)

( No. 1)

CL2型情報板( No. 2)

CL2型情報板( No. 3)

( 撤去)

( 撤去)

料金所

電気室

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

広島東料金所
67

S=1: 100067

 広島東料金所機器配置配線図( 撤去)        

機器配置配線図( 撤去)
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6

6

7

7

5

1
2

1
1

10

9

8

8 9

10

11

A

A'

B

B'

ST
A 

5+
28

ト
ン

ネ
ル

坑
口

DSL

DSL

0. 65-20P0. 65-10P

0. 65-10P

( S-20)

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

ト
ン

ネ
ル

坑
口

ST
A 

5+
40

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-20P

CV 5. 5sq-3C

情報板通信

情報板電源

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-10P 既設配管

CV 5. 5sq-3C

情報板通信

情報板電源

I V 3. 5sq情報板電源

1 埋設配管

3 埋設配管

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-10P 既設配管情報板通信

2 埋設配管

2

1

既設配管

既設配管

既設配管

福木ト ンネル下り DSL

DSL型情報板 ( 撤去)

3

既設

既設

既設

既設

既設

既設

B'

BA

A'

福木ト ンネル( 下り )

福木ト ンネル( 上り )

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

福木ト ンネル入口
68
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 福木ト ンネル入口補助警報板機器配置配線図( 撤去)        

機器配置配線図( 撤去)

S=1: 1000

補助警報板
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ト
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ネ
ル

坑
口

S
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D

D

馬木管理基地

電気室

　

DL型情報板

輝度計

支柱

福木ト ンネル上り DL

( 撤去)

( 既設)

( 既設)

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-20P 既設配管

CV 5. 5sq-3C

情報板通信( 下り DSL型)

情報板電源( 下り DSL型)

1 埋設配管

2 埋設配管

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-10P

CV 3. 5sq-3C

情報板通信( 上り D型)

情報板電源( 上り D型)

I V 3. 5sq情報板電源( 上り D型)

3 埋設配管

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-20P

CCP-AP 0. 65-10P

情報板通信( 下り DSL型)

情報板通信( A型)

CV 3. 5sq-3C情報板電源( 上り D型)

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

CV 3. 5sq-3C情報板電源( A型)

CV 5. 5sq-3C情報板電源( 下り DSL型)

4 埋設配管

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-10P

CV 3. 5sq-3C

既設配管

既設配管

情報板通信( A型)

情報板電源( A型)

1
1

1

1

1

2

3

3

4

基礎 ( 既設)

CCP-AP 0. 65-10P情報板通信( 上り D型) 既設配管

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

福木ト ンネル( 下り )

福木ト ンネル( 上り )

馬
木

管
理

基
地

馬
木

電
気

室

C'

C

B'

B

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

福木ト ンネル入口警報板
69
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 福木ト ンネル入口警報板機器配置配線図( 撤去)        

機器配置配線図( 撤去)

S=1: 1000
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支柱

AL2型情報板

馬木AL

凡　 例

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

： 既　 設

基礎

( 撤去)

( 既設)

( 既設)

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-10P 既設配管

CV 3. 5sq-3C

情報板通信( A型)

情報板電源( A型)

1 埋設配管

既設配管

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-10P CP54

CV 3. 5sq-3C

情報板通信( A型)

情報板電源( A型)

2 CP54( 2) 埋設

CP54

名称 配線種別 備考配管

CCP-AP 0. 65-10P CP54

CV 3. 5sq-3C

情報板通信( A型)

情報板電源( A型)

3 CP54( 4) 埋設

CP54

1

1 1 1

1

2

3

3

既設

既設

既設

既設

既設

既設

C

C'

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

馬木出口情報板
70
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 馬木出口情報板機器配置配線図( 撤去)        

機器配置配線図( 撤去)
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ブース
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ブース ブース
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1, 000

PP5

PP5

PP5

PP1 PP1 PP1

17, 750

14, 700

5, 200

3, 000

5, 200

5

49, 100

VP100φVP100φ

VP100φ

V
P
1
0
0
φ

V
P
1
0
0
φ

VP100φ

VP100φ

V
P
1
0
0
φ

V
P
1
0
0
φ

VP100φ

( ガン ト リ ー)

( ガン ト リ ー基礎)( ガン ト リ ー基礎)( ガン ト リ ー基礎)( ガン ト リ ー基礎)( ガン ト リ ー基礎)( ガン ト リ ー基礎)( ガン ト リ ー基礎)

出口 ETCレーン

入口 ETCレーン

電気室より

入口 ETCレ ーン

出口 ETCレーン

ブース

( CL2型情報板)
( 撤去)

PP5

料金所CL No. 1

PP5

PP5

( CL2型情報板)
( 撤去)

料金所CL No. 2
( CL2型情報板)

( 撤去)

料金所CL No. 3

名称 配線種別 備考配管

CV 3. 5sq-3C×2

CV 3. 5sq-3C ケーブルラ ッ ク

CCP-AP 0. 65-30P

( 撤去)

配管配線一覧表

A 屋外ラ ッ ク

名称 配線種別 備考配管

CV 3. 5sq-3C

CV 3. 5sq-3C ケーブルラ ッ ク

CCP-AP 0. 65-20P

( 撤去)

B 屋外ラ ッ ク

名称 配線種別 備考配管

CV 3. 5sq-3C
ケーブルラ ッ ク

CCP-AP 0. 65-10P ( 撤去)

C 屋外ラ ッ ク

( 撤去)

名称 配線種別 備考配管

CV 3. 5sq-3C 

I V 3. 5 ピッ ト

D 屋外ピッ ト

CCP-AP 0. 65-10P

A

B C

EDD

CL2型情報板

CL2型情報板

CL2型情報板

CL2型情報板

CL2型情報板

CL2型情報板

CL2型情報板

CL2型情報板

CL2型情報板

CL2型情報板

CL2型情報板

名称 配線種別 備考配管

CV 3. 5sq-3C 

I V 3. 5 ピッ ト ( 撤去)

E 屋外ピッ ト

( 撤去)

CCP-AP 0. 65-10P ( 残置)

CL2型情報板

CL2型情報板

CL2型情報板

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

( 既設) ( 既設) ( 既設) ( 既設) ( 既設) ( 既設) ( 既設)

( 既設)

都市高速広島東 都市高速広島東 都市高速広島東

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

広島東料金所
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 広島東料金所アイ ラ ンド 平面図( 撤去)        
71
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アイ ラ ンド 平面図( 撤去)



　

広島中島線

( 県道70号)

福木集会所

シェ ル石油

馬木6( 北)

馬木6

テク シード

山陽建工

東洋家具

馬木7

馬木6

温品方面 高速1号線方面

馬木BL No. 1

N

支柱

次1左5左1
フ ク ダカ ン98

ED

配線系統図

電力

西1 17D

NTT

( 既設)

( 既設)

引込点

情報板

保安器箱

CV 5. 5sq-2C

NTT引込線

NTT柱

ED

CV 5. 5sq-2C

中電柱

中電引込線

I V 3. 5sq

( 1φ200V)
引込開閉器盤

CPEV-S 0. 65-3P

B

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

馬木6丁目付近

基礎

BL2型情報板 ( 撤去)

( 既設)

( 既設)

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

馬木入口No. 1情報板
72

NON

 馬木入口No. 1情報板配置配線図( 撤去)  
72

配置配線図( 撤去)



NO
.0

NO
.1

NO
.2

NO
.3

N
O
.
1
6

N
O
.
1
6

N
O
.
1
7

N
O
.
1
7

N
O
.
1
8

NO
.3 N
O
.
4

NO
.
18

NO
. 1

5

N
O.

15

福木ト ンネル

NO
.
19

N
O
.
4

N
O
. 5

下り

馬木管理基地

上り

馬木料金所

N

配線系統図

馬木管理基地

CPEV-S 0. 9-15P

← 山陽道

間所 →

( 既設)

( 既設)

引込点

情報板

保安器箱

CV 5. 5sq-2C

ED

CV 5. 5sq-2C

中電柱

中電引込線

I V 3. 5sq

( 1φ200V)
引込開閉器盤

CPEV-S 0. 65-3P

中電: ト ヨ シバ支10右2

B

D

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

馬木BL No. 2

支柱

基礎

BL2型情報板 ( 撤去)

( 既設)

( 既設)

福木ト ンネル上り DL

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

馬木入口No. 2情報板
73

S=1: 100073

 馬木入口No. 2情報板配置配線図( 撤去)        

配置配線図( 撤去)

S=1: 1000



　

NO.95

N
O
.
9
6

N
O
.
9
7

NO. 95

N
O
.
9
6

N
O
.
9
7

NO. 9 5N
O
.
9
6

N
O
.
9
7

N
O
.
1

N
O
.
2

N
O
.
1

N
O
.
2

P99P100P101
P102

ラ ッ ク 200W×2( 既設)

ラ ッ ク 200W×2( 既設)

ラ ッ ク 200W×2( 既設)

ラ ッ ク 200W×2( 既設)

TC-2
-

TC-3
-

吉島料金所

仁保JCT →

TV-3
-

TV-2
-

SM-4C
吉島料金所( 入口) ( ブース)

吉島料金所( 出口) ( ブース)

CCP-AP 0. 9-10P

CVT 100sq

CV 60sq-3C

CVT 100sq

CV 60sq-3C
CCP-AP 0. 9-10P

SM-24C

SM-24C

CV 3. 5sq-2C SM-44CCV 3. 5sq-2C
CV 3. 5sq-3C

CL2型情報板 ( 撤去) 　

吉島料金所CL

CV 3. 5sq-3C

SM-4C

← 吉島

C

配線系統図

伝送装置

情報板

幹線分岐

光ケーブル SM-4C

CV 3. 5sq-3C

（ 入口）

I V 3. 5sq

( 3φ460V)

吉島料金所

出島電気室

接地母線

CL2型電源

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

既設

既設
既設

既設

既設

既設

既設

既設 既設
既設

既設

既設

既設

既設

既設

　 　 　 支柱（ 既設）
　 　 　 基礎（ 既設）

吉島料金所CL

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

吉島料金所情報板配置図
74

1: 300

 吉島料金所情報板配置図( 撤去)        
74

S=1: 300

( 撤去)



No. 2

No. 2
福田電気室

No.
1
N
o . 1

No. 1

No. 3

No. 1

No. 3

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

機械室

68

68

69

山陽道

70

71

既設 P. BOX

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

1

1

1

1

1

1

2

2

8

9
9 9 9

9

3

3

4

4

4

4

4 7

6

5

10

11

12
13

CV 3. 5sq-3C

SM-4C

CV 3. 5sq-3C

CV 3. 5sq-3C

配線種別名称 配管 備考

凍結板電源

凍結板通信

凍結板電源

凍結板電源

CV 3. 5sq-3C

配線種別名称 配管 備考

凍結板電源

CV 3. 5sq-3C 既設配管

配線種別名称 配管 備考

凍結板電源

SM-4C

配線種別名称 配管 備考

凍結板通信

配線種別名称 配管 備考

1

2

3

8
SM-4C

CV 3. 5sq-3C

凍結板通信

凍結板電源

CV 3. 5sq-3C凍結板電源

SM-4C凍結板通信

CV 3. 5sq-3C

CVV 3. 5sq-5C

10

C

配線種別名称 配管 備考

12

CV 3. 5sq-3C

配線種別名称 配管 備考

13

凍結板電源

CVV 3. 5sq-5C

CVV 3. 5sq-5C

配線種別名称 配管 備考

7

凍結板電源

CV 3. 5sq-3C 既設( 54)

配線種別名称 配管 備考

凍結板電源

4

CV 3. 5sq-3C 既設( 28)

配線種別名称 配管 備考

凍結板電源

5

CV 3. 5sq-3C 既設( 28～FEP30)

配線種別名称 配管 備考

凍結板電源

6

既設配管

既設配管

既設( 28～FEP30)

既設配管

既設( 54)

既設( FEP30)

既設( 54)
SM-4C

配線種別名称 配管 備考

凍結板通信

9

CV 3. 5sq-3C凍結板電源
既設( 54)

既設( 54)

配線種別名称 配管 備考

SM-4C凍結板通信

CV 3. 5sq-3C

CVV 3. 5sq-5C

11

凍結板電源
既設( 54～FEP50)

既設( 54～FEP50)

既設( FEP30)

凍結板信号

凍結板信号

凍結板信号

凍結板信号

路面放射温度計№2 ( 撤去)

支柱 ( 既設)

路面放射温度計№1 ( 撤去)

支柱 ( 既設)

路面放射温度計№3 ( 撤去)

支柱 ( 既設)

埋設配管

埋設配管

埋設配管

露出配管 露出配管

埋設配管

露出配管

露出配管

埋設配管

埋設配管

埋設配管

露出配管

埋設配管

凍結表示板No. 1

凍結表示板No. 2

凍結表示板No. 3

凍結表示板No. 1

凍結表示板No. 1

凍結表示板No. 1

凍結表示板No. 1

凍結表示板No. 1

路面放射温度計No. 1

凍結表示板No. 3

凍結表示板

凍結表示板No. 2

気温表示板

感雨センサー

気温センサー

制御機

支柱 ( 既設)

基礎 ( 既設)

( 撤去)

( 撤去)

( 撤去)

( 撤去)

( 撤去)

凍結表示板

凍結表示板No. 1

気温表示板

感雨センサー

気温センサー

制御機

支柱 ( 既設)

基礎 ( 既設)

( 撤去)

( 撤去)

( 撤去)

( 撤去)

( 撤去)

凍結表示板

凍結表示板No. 3

気温表示板

感雨センサー

気温センサー

制御機

支柱 ( 既設)

基礎 ( 既設)

( 撤去)

( 撤去)

( 撤去)

( 撤去)

( 撤去)

凍結表示板No. 2

凍結表示板No. 2

凍結表示板No. 2

凍結表示板No. 2

凍結表示板No. 2

路面放射温度計No. 2

路面放射温度計No. 2

路面放射温度計No. 3

路

凍

路

凍

凍

路

NEXCO広島東

都市高速広島東

福田料金所

路
凍 ： 凍結表示板

： 路面放射温度計

料金所

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

凍結表示板設備機器
75

75

配置配線図( 全体) ( 撤去)

S=1: 1000

 凍結表示板設備機器配置配線図( 全体) ( 撤去)        S=1: 1000



　

至る路面放射温度計へ※

路面放射温度計( No. 1) 設置図

至る凍結表示板( No. 1) 設置図へ

E 断面図

KC-33+支持金物L=150

至る凍結表示板へ※

CVV 3. 5sq-5C

69

山陽道

70C

D

A

B

E

B1ラ ンプ橋

A1ラ ンプ橋

C1ラ ンプ橋

D1ラ ンプ橋

凍結表示板( No. 1) 平面図

21-8-40 ( 800口×500L)
型枠基礎コ ンク リ ート ( 既設)

800φ

1, 000φ

P. BOX 300×300×200
( WP･SUS) ( 既設)

P. BOX 600×600×200

CV 3. 5sq-3C ( 28)

CV 3. 5sq-3C ( 28)

CV 3. 5sq-3C( FEP30)

( 埋設シート )

凍結表示板( No. 1) 設置図

C 断面図B 断面図 D 断面図A 断面図

CVV 3. 5sq-5C ( 28)

CVV 3. 5sq-5C( FEP30)

凍結表示板( No. 1) 設置図

防水フ レ キ( TAF-28)

フ ェ ンス支柱( L=1, 100 60φ)

路面放射温度計

支柱( H=450 50A)
溶融亜鉛メ ッ キ

フ ェ ンス補強枠

( 挟み式)

防水フ レキ

2000

4
0
0

3
5
0

3
5

2
0
0

1
0
0

1
0
8
5

1
1
0
0

1
6
0

3
0
4

103007900103002000

500

1
0
0

8
0
0

5
0
05

0 1
2
0

1
2
0

1
5
0

6
0
0

2000

300 300

2000

300 300

1
4
0
0

2
6
0
0

2
0
2
0

3
0
0

1
4
0
0

2
5
0
0

1
4
0
0

200
0

272

A

凍結表示板( No. 1) 基礎

800φ

1, 000φ

A

支持金物L=150

支持金物L=150
P. BOX 300×300×200

( WP･SUS) ( 既設)

支持金物L=150

CV 3. 5sq-3C ( 28)

S=1: 50

( 既設)

S=1: 1000

S=1: 20

S=1: 50

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

( 撤去)

路面放射温度計
( 撤去)

1 1

1

3

4

2

： 本工事( 撤去)

支柱

CV 3. 5sq-3C 既設( 54)

配線種別名称 配管 備考

凍結板電源

1

CV 3. 5sq-3C 既設( 28～FEP30)

配線種別名称 配管

3

CV 3. 5sq-3C 既設( 28)

配線種別名称 配管

凍結板電源

2

CVV 3. 5sq-5C 既設( 28～FEP30)

配線種別名称 配管

凍結板信号

4

凍結板電源

路面放射温度計No. 1 ( 撤去)

( 既設)

凍結表示板

凍結表示板No. 1

気温表示板

感雨センサー

気温センサー

制御機

支柱 ( 既設)

基礎 ( 既設)

( 撤去)

( 撤去)

( 撤去)

( 撤去)

( 撤去)

露出配管

露出配管

埋設配管

埋設配管

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

備考

備考

備考

B

1

B

D

D

凍結表示板

気温表示板

φ139. 8×t4. 5
支柱 ( 既設)

( 撤去)

( 撤去)

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

凍結表示板( No. 1) 設置図
76

S=1: 1000
76

( 広島東JCT, 4号ラ ンプ)

S=1: 50, 20

 凍結表示板( No. 1) 設置図( 撤去)             S=1: 1000, 50, 20

( 広島東JCT, 4号ラ ンプ)
( 撤去)



68

68

69

山陽道

G

F

H

P. BOX

B1ラ ンプ橋

A1ラ ンプ橋

C1ラ ンプ橋

D1ラ ンプ橋

P. BOX 600×600×200

( 埋設シート )

( FEP50)

基礎 ( 既設)

凍結表示板( No. 2) 基礎

SM-4C
CV 3. 5sq-3C

( FEP50)

CVV 3. 5sq-5C

F 断面図 G 断面図

凍結表示板

気温表示板

φ139. 8×t 4. 5
支柱 ( 既設)

凍結表示板( No. 2) 設置図 路面放射温度計( No. 2) 設置図

凍結表示板( No. 2) 平面図

H 断面図

P. Box 600×350×200

フ ェ ンス支柱( L=1, 100 60φ)

CVV 3. 5sq-5C ( 28)

( WP・ SUS)
 P. Box 200×200×150

支柱( H=400 60φ)
溶融亜鉛メ ッ キ

フ ェ ンス補強枠
( 挟み式)

コ ンク リ ート 貫通

既設配管( 54）

防水フ レキ( TAF-28)

支持金物L=150

至る凍結表示板( No. 2) 設置図へ

1
1
0
0

1
0
8
5

4
0
0

3
5
0

3
5

2
0
0

1
0
0

700 600 700

2000

800φ

1000φ

800φ

1000φ

5
0

5
0
0

8
0
0

1
0
0

1
2
0

1
5
0

6
0
0

5000

270

1
2
0

凍結表示板( No. 2) 基礎

SM-4C
CV 3. 5sq-3C

( 54)

( 54)CVV 3. 5sq-5C

( 既設)

( 既設)

S=1: 50 S=1: 20

S=1: 1000

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

( 撤去)

( 撤去)
路面放射温度計

( 撤去)

路面放射温度計
( 撤去)

配線種別名称 配管

SM-4C

CV 3. 5sq-3C

CVV 3. 5sq-5C

2

既設( 54)

SM-4C

配線種別名称 配管 備考

凍結板通信

1

CV 3. 5sq-3C凍結板電源
既設( 54)

既設( 54)

配線種別名称 配管

SM-4C

CV 3. 5sq-3C

CVV 3. 5sq-5C

3

既設( 54～FEP50)

既設( 54～FEP50)

1 1 1

1

2

3

： 本工事( 撤去)

支柱

路面放射温度計No. 2 ( 撤去)

( 既設)

凍結表示板

凍結表示板No. 2

気温表示板

感雨センサー

気温センサー

制御機

支柱 ( 既設)

基礎 ( 既設)

( 撤去)

( 撤去)

( 撤去)

( 撤去)

( 撤去)

露出配管

露出配管

埋設配管

凍結板通信

凍結板電源

凍結板通信

凍結板電源

凍結板信号

凍結板信号

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

備考

備考

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

凍結表示板( No. 2) 設置図
77

S=1: 1000
77

( 広島東JCT, 2号ラ ンプ)

S=1: 50, 20

 凍結表示板( No. 2) 設置図( 撤去)             S=1: 1000, 50, 20

( 広島東JCT, 2号ラ ンプ)
( 撤去)



路面放射温度計( No. 3) 設置図

至る凍結表示板( No. 3) 設置図へ

J 断面図

CV 3. 5sq-3C

( FEP30)

( FEP30)

C

凍結表示板No, 3設置図

I  断面図

基礎

P. Box 600×350×200

フ ェ ンス支柱 ( L=1. 100 60φ)

CVV 3. 5sq-5C( 28)

( WP･SUS) ( 既設)
P. Box 200×200×150

支柱（ H=450 50A）
溶融亜鉛メ ッ キ

フ ェ ンス補強枠
（ 挟み式）

コ ンク リ ート 貫通

既設配管( 54）

凍結表示板( No. 3) 廻り 配管配線平面図

P. BOX　 W500×H600×D250( 既設)

支柱ベースプレート

既設配管
至る路面放射温度計へ

基礎機械室

Ｉ

Ｊ

ガード レ ール

凍結表示板( No. 3) 平面図

B1ラ ンプ橋

A1ラ ンプ橋

C1ラ ンプ橋

D1ラ ンプ橋

C1ラ ンプ橋出口

A1ラ ンプ橋入り 口

5
0
0

1
2
0

5
0

4
5
0

8
0
0

1
0
0

800φ

1000φ

2000

272

3
0
4

1
6
0

1
1
0
0

4
0
0

3
5
0

3
5

2
0
0

1
0
0

1
0
8
5

700 600 700

2800

( 既設)

( 既設)

S=1: 20

S=1: 20

S=1: 20

S=1: 1000

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

路面放射温度計
( 撤去)

路面放射温度計
( 撤去)

CV 3. 5sq-3C

SM-4C

CV 3. 5sq-3C

CV 3. 5sq-3C

配線種別名称 配管 備考

凍結表示板No. 3

凍結表示板No. 2

凍結表示板No. 1

1

C

配線種別名称 配管 備考

2

CV 3. 5sq-3C

配線種別名称 配管 備考

3

CVV 3. 5sq-5C

既設配管

既設( FEP30)

既設( 54)

既設( FEP30)

3

2

1 1

： 本工事( 撤去)

支柱

路面放射温度計No. 3 ( 撤去)

( 既設)

凍結表示板

凍結表示板No. 3

気温表示板

感雨センサー

気温センサー

制御機

支柱 ( 既設)

基礎 ( 既設)

( 撤去)

( 撤去)

( 撤去)

( 撤去)

( 撤去)

凍結板電源

凍結板通信

凍結板電源

凍結板電源

凍結板信号

凍結板電源

埋設配管

埋設配管

露出配管

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

凍結表示板

気温表示板

φ139. 8×t4. 5
支柱 ( 既設)

( 撤去)

( 撤去)

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

凍結表示板( No. 3) 設置図
78

S=1: 1000
78

( 広島東JCT, 1号･3号ラ ンプ)

S=1: 20

 凍結表示板( No. 3) 設置図( 撤去)           S=1: 1000, 20

( 広島東JCT, 1号･3号ラ ンプ)
( 撤去)



分電盤

弱電端子盤

HH1015

通信機器収容箱( 2面)

指示記録盤

料金機械設備

S=1: 20

福田料金所機械室機器配置図

： 既　 設

凡　 例

： 既　 設

メ タ リ ッ ク 幹線( 60P)

福田料金所機械室へ

福田料金所機械室へ
光幹線( 24C)

馬木通信機械室より
光幹線( 24C)

馬木通信機械室より

CCP-AP 0. 65-20P×3

通信機械室2

Ｍ 
 
 

Ｄ 
 
 

Ｆ

情報板より

通
信
機
器
収
容
箱

福田通信機械室2より
光幹線( 24C)

福田通信機械室2より

CCP-AP0. 65-10P

メ タ リ ッ ク 幹線( 50P)

情報板より

通
信
機
器
収
容
箱

弱 

電 

端 

子 

盤

配　 線　 系　 統　 図

機械室

電
灯
用
低
圧
盤

電気室

CV 3. 5sq-3C×6

情報板より

CV 5. 5sq-3C
VVR 8sq-3C

NEXCO

CCP-AP 0. 65-30P

VVR 3. 5sq-3C×2

メ タ リ ッ ク 幹線( 60P)

メ タ リ ッ ク 幹線( 50P)

CV 3. 5sq-3C ( 撤去)

： 本工事( 撤去)

広島東料金所No. 1情報板より

受配電室発電機室

1
2

5

34

10

11

15
14 12

13

21
通信機械室2

通信機械室1

21

15

17

18

18

19

20

6 7
1

7
2

7
3

7
4

8

b

c

a
d

エアコ ン

NEXCO

備　 　 　 考

7 照明C/C盤

遠制子局

WHメ ータ ー盤

換気扇

管理用基地局

MDF

料金所サーバ

ETC( UPS)

入出力盤

ATL受光部

接地端子盤

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

変圧器盤　

受電盤

電灯低圧盤

＜電気室＞

動力低圧盤

直流電源装置　

照明制御盤

1

4

6

5

3

2

番　 号 名　 　 　 　 　 　 　 　 称

排気消音ダク ト

給気消音ダク ト

ディ ーゼル発電装置a

d

c

b 燃料タ ンク

機　 器　 名　 称

＜発電機室＞

1～4

端子盤

情報板用UPS20

18

19

21 通信機器収容箱

＜通信機器室＞

通信用直流電源

NEXCO

NEXCO

NEXCO

番　 号 名　 　 　 　 　 　 　 　 称 番　 号 名　 　 　 　 　 　 　 　 称

名称 配線種別 配管 備考

CL2型情報板 CV 3. 5sq-3C ( 撤去)

： 本工事( 撤去)

情報板

広島東料金所No. 1

埋設配管

既設配管

備　 　 　 考備　 　 　 考 SM-4C
凍結板

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

福田電気室
79

S=1: 40, 20

 福田電気室機器配置配線図( 撤去)        
79

S=1: 40, 20

機器配置配線図( 撤去)



I V3. 5sq

CV3. 5sq-2C

配線系統図

メ タ リ ッ ク 幹線( 100P)

福田通信機械室2へ

福田通信機械室2へ
光幹線( 24C)

馬木管理基地より

メ タ リ ッ ク 幹線( 60P)

馬木管理基地より
光幹線( 24C)

UTP( 5E)

CCP-AP0. 65-10P×2

通信機械室

CCP-AP0. 65-30P

Ｍ
Ｄ
Ｆ

情報板より

監
視
制
御
盤

通
信
機
器
収
容
架

電気室

保
守
切
替
盤

接
地
端
子
盤

防
災
受
信
盤

CV3. 5sq-3C×2
情報板より

CV5. 5sq-3C

CCP-AP0. 65-20P

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

13

名　 　 　 　 称

10

12 1～4

11

8 1～5

9

7

5

6

4

2

3

1

機 器 名 称

記　 号

j

l

k

i

h

g

e

f

d

c

b

a

備　 　 　 　 　 考

G

H

E

F

D

B

C

A

14

5 2

1

照明変圧器盤

所内変圧器盤

キ電盤

受電盤

蓄電池

充電器

接地端子盤

保守切換盤

イ ンバータ 盤

照明C/C盤

照明制御盤

照明制御盤

＜電気室＞

防災受信盤

監視制御盤

換気扇

ト ンネル照明用

道路照明用

AM再放送架( 下り 線)

AM再放送架( 上り 線)

FM再放送架( 上り 線)

FM再放送架( 下り 線)

消防無線電話装置( 坑内向)

消防無線電話装置( 坑外向)

遠制子局

MDF

共用装置架

基地局無線装置

警察用装置架

直流電源装置

＜通信機械室＞

発電機盤

空気圧縮機

交流発電機

ディ ーゼルエンジン

空気槽

燃料槽

給油箱

換気扇

＜発電機室＞

m 通信機器収容架

15 ATL受光部

名　 　 　 　 称記　 号 名　 　 　 　 称記　 号

4

h

l

j ｉ

g

13
9

14 5
8

12
2

1
5

2
5

12
1

E

F

d

c

e

f

通信機械室 10

1

b

a

3

8

8

m

2
8

8

6

6

11

7

15
4

12

発電機室電気室

34 2 C

A

B

H

3
G

D

k

ポンプ室

1

12

( 撤去)

備　 　 　 　 　 考 備　 　 　 　 　 考

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

馬木電気室機器
80

S=1: 40

 馬木電気室機器配置配線図( 撤去)        
80

S=1: 40

配置配線図( 撤去)



点検足場

STK400φ355. 6×t11. 1

R9
0

赤 黄 赤

AA

B B

験

試

中

PL36

8-φ42穴

支柱昇降用足場

A-A 矢視
S=1: 15

B-B 矢視
S=1: 15

590 ( 3450)

(
1
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7
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7
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5
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5
4
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1
4
1
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1
9
5
0

5
3
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0

10753°
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7
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2
7
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2
7
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7
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7
0
0

2
4
0

91

∅3
00

( 既設)

( 既設) ( 既設)

情報板( AL2型)

( 撤去)

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

昇降用足場

( 既設)

( 注記)  1. 支柱、 基礎は再使用と する。

( 既設)

       2. 情報板の想定重量2000kg

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

AL2型情報板装柱図( 撤去)
81

S=1: 25, 15

 AL2型情報板装柱図( 撤去)        
81

S=1: 25, 15

( 馬木AL)
( 馬木AL)



情報板( BL2型)

AA

BB

点検足場

STK400 φ355. 6×11. 1

支柱昇降用足場

A-A 矢視
S=1: 15

黄 赤

昇降用足場

GL

3450590

1
9
5
0

5
3
0
0

880 3450

1
4
1
0

5
4
0

験
試

中

B-B 矢視

PL36

8-φ42

S=1: 15

7
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1000
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0

91

( 既設)

( 既設)

( 撤去)

( 既設) ( 既設)

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

( 注記)  1. 支柱、 基礎は再使用と する。

2
4
0

8
3
5 1
0
7
5

( 既設)

       2. 情報板の想定重量2000kg

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

82

S=1: 25, 15

 BL2型情報板 装柱図( 撤去)        
82

S=1: 25, 15

( 山陽道BL No. 1)
BL2型情報版装柱図( 撤去)

( 山陽道BL No. 1)



情報板( BL2型)

AA

点検足場

STK400 φ355. 6×11. 1

支柱

昇降用足場

A-A 矢視
S=1: 15

黄 赤

昇降用足場

BB

点検足場

CC

C-C 矢視
S=1: 25

3450590
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880 3450
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B-B 矢視

PL36

8-φ42

S=1: 15
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験
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中

480

680190
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0

( 撤去)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

7
5
0

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

( 注記)  1. 支柱、 基礎は再使用と する。

( 既設)

( 既設)

( 既設)

       2. 情報板の想定重量2000kg

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

83

S=1: 25, 1583

 BL2型情報板 装柱図( 撤去)        S=1: 25, 15

( 山陽道BL No. 2)
BL2型情報板装柱図( 撤去)

( 山陽道BL No. 2)



自営線

1φ2W200V60HZ
中電引込み

B-B 矢視

PL36

8-φ42穴

1φ2W200V

WH

ELB2P
50AF
30AT

S=1: 15

分電盤結線図
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昇降用足場

分電盤

情報板( BL2型)
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験
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STK400 φ355. 6×11. 1
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貼
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装
)

8
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4
0
0

1
8
1
0

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 撤去)

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

( 注記)  1. 支柱、 基礎は再使用と する。

( 既設)

       2. 情報板の想定重量2000kg

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

BL2型情報板装柱図( 撤去)
84

S=1: 25, 15

 BL2型情報板装柱図( 撤去)        
84

S=1: 25, 15

( 福田BL No. 1, No. 2)
( 福田BL No. 1, No. 2)



点検足場

PL t 36

8-φ48穴

ベースプレ ート 詳細図
S=1: 15

黄 赤

NTT引込み
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配線要領図
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ED( 既設)

( 撤去)

( 既設)

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 CV 5. 5sq-2C 既設

BL2型情報板 I V 3. 5sq 既設

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 CPEV-S 0. 65-3P 既設

管内配管

管内配管

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 CV 5. 5sq-2C 既設

管内配管

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 NTT引込線

管内配管

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 I V 5. 5sq 既設

管内配管

基礎

( 既設)

( 既設)

既設

STK400 φ355. 6×11. 1
( 既設)STK400 φ355. 6×11. 1

( 既設)

情報板( BL2型)
( 撤去)

中

験

試

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

( 注記)  1. 支柱、 基礎は再使用と する。

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

       2. 情報板の想定重量2000kg

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

BL2型情報板装柱図( 撤去)
85

S=1: 30, 15

 BL2型情報板装柱図( 撤去)        
85

S=1: 30, 15

( 馬木BL No. 1)

( 馬木BL No. 1)



( 注記)  1. 支柱、 基礎は再使用と する。

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

点検足場

PL t 36

8-φ42穴

ベースプレート 詳細図
S=1: 15

黄 赤

ED( 既設)

( 1φ2W 200V 60Hz)

電源引込み
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BL2型情報板

配線要領図
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( 撤去)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 CV 5. 5sq-2C 既設

BL2型情報板 I V 3. 5sq 既設

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 CPEV-S 0. 65-3P 既設

管内配管

管内配管

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 CV 5. 5sq-2C

管内配管

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 CPEV-S 0. 9-15P

管内配管

名称 配線種別 配管 備考

BL2型情報板 I V 5. 5sq

管内配管

既設

既設

既設

基礎

( 既設)

STK400φ355. 6×11. 1

( 既設)

( 既設)

STK400φ355. 6×11. 1

( 既設)

情報板( BL2型)

( 撤去)

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

既設配管

中

験

試

       2. 情報板の想定重量2000kg

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

BL2型情報板装柱図( 撤去)
86

S=1: 30, 15

 BL2型情報板装柱図( 撤去)        
86

S=1: 30, 15

( 馬木BL No. 2)

( 馬木BL No. 2)



正面図

A

側面図

路側無線装置
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試験中看板

跳ね上げ式作業台
固定式作業台

固定式式作業台

跳ね上げ式作業台

固定式式作業台

固定式式作業台

跳ね上げ式作業台

CL2型情報板点検台
CL2型情報板点検台

CL2型情報板点検台

固定式作業台
固定式作業台

A-A矢視図
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( 撤去)

固定式式作業台

イ ンタ ー名称板

可倒式手摺

試験中看板 試験中看板

試験中看板

( 既設)

46

ベースプレート 詳細図

( M30アンカ ーボルト )

10

10-φ50穴

PL32

－

7
5
0

2
0

1
4
3
0

2
2
0
0

448

1
2
6

4
9
8

1
2
6

3
5
0

3
9
0 7

4
0

7
5

2
3
7
.
5

1
3
7
.
5

1
3
7
.
5

2
3
7
.
5

7
5

9
0
0

7
5

2
3
7
.
5

1
3
7
.
5

1
3
7
.
5

2
3
7
.
5

7
5

9
0
0

8
0

2
3
7
.
5

1
3
7
.
5

1
3
7
.
5

2
3
7
.
5

7
0

9
0
0

7
0

2
3
7
.
5

1
3
7
.
5

1
3
7
.
5

2
3
7
.
5

8
0

9
0
0

75 200200 75

550

7
0

2
3
7
.
5

1
3
7
.
5

1
3
7
.
5

2
3
7
.
5

8
0

9
0
0

4
4
8

1
1
1
5

2420

1
1
1
5

2420 3730

9
5
0

1
1
1
5

2420

6
0
0

250100

7
5
0

1
4
5
0

4
9
7
0

1
5
0

2
5
0

5
3
7
0

7
5
7
0

2200300022003000220035002200300022003000220035001500

2
5
0

1
5
0

5
6
2
0

1
4
5
0

7
5
0

8
2
2
0

5
9
0
0

5
7
9
0

1
5
0

2
5
0

5
6
8
5

1
5
0

2
5
0

1
5
0

2
5
0

5
5
7
0

5
4
7
0

1
5
0

2
5
0

5
1
2
0

G
L
よ

り
5
0
50

250 100

6100 5200 5200 5700 5200 5200

32600

CL2型情報板

ガント リ ー基礎 ガント リ ー基礎 ガント リ ー基礎 ガント リ ー基礎 ガント リ ー基礎

( 将来用）
HMI

( M30アンカ ーボルト )
10-φ50穴

PL28

( M30アンカ ーボルト )
10-50×60( 長孔)

PL32

( M30アンカ ーボルト )

PL28

( M30アンカ ーボルト )

PL32

10-50×60( 長孔) 10-50×60( 長孔)

75 200200 75

550

75 200200 75

550

75 200200 75

550

75 200200 75

550

イ ンタ ー名称板

( 撤去)

試験中 試験中 試験中

Ｔ ｏ ｓ ｈ ｉ ｋ ｏ ｓ ｏ ｋ ｕ 広島高速道路公社１８２ － 広市都 高 速 東島 Ｈ ｉ ｒ ｏ ｓ ｈ ｉ ｍａ ｈ ｉ ｇ ａ ｓ ｈ ｉ

( 撤去)

鋼管柱
( 既設)

銅管柱
( 既設)
銅管柱
( 既設)

銅管柱
( 既設)
銅管柱
( 既設)

銅管柱
( 既設)
銅管柱
( 既設)

( 既設)( 既設)( 既設)( 既設)( 既設)( 既設)( 既設)( 既設)( 既設)

CL2型情報板
( 撤去)

S=1: 30 ベースプレ ート 詳細図 S=1: 30 ベースプレ ート 詳細図 S=1: 30 ベースプレ ート 詳細図 S=1: 30 ベースプレート 詳細図 S=1: 30

S=1: 30

( 撤去)

( 既設) ( 既設)

( CL2型情報板)
料金所No. 3

( CL2型情報板)
料金所No. 2

( CL2型情報板)
料金所No. 1

ガント リ ー基礎
( 既設)( 既設)

ガント リ ー基礎
( 既設)( 既設)

( 注記)  1. 支柱、 基礎は再使用と する。

( 既設)

( 既設)
( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設) ( 既設)

( 既設)

( 既設)
( 既設)

( 既設)

( 既設)

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

( 既設)

( 既設)

       2. 情報板の想定重量1000kg

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

CL2型情報板装柱図( 撤去)
87

S=1: 60, 30

 CL2型情報板 装柱図( 撤去)        
87

S=1: 60, 30

( 都市高速広島東料金所CL No. 1, No. 2, No. 3)
CL No. 1, No. 2, No. 3)

( 都市高速広島東料金所



光ケーブル SM-4C

CL2型情報板

I V 3. 5sq

配線要領図

通信線： 吉島料金所( ON)

φ267. 4×9. 3

ETCガント リ ー

情報板( CL2型)

CV 3. 5sq-3C

電源線: 本線ラ ッ ク ( 出島電気室)
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( 既設)

( 撤去)

( 撤去)

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

( 注記)  1. 支柱、 基礎は再使用と する。

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

( 既設)

支柱

( 既設)

( 既設)

点検足場

( 既設)

       2. 情報板の想定重量1000kg

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

CL2型情報板装柱図( 撤去)
88

S=1: 30

 CL2型情報板装柱図( 撤去)        
88

S=1: 30

( 吉島料金所CL)

( 吉島料金所CL)



A

STK400φ355. 6×ｔ 11. 1

A

赤 黄 赤

B－B矢視

PL36

8-φ42穴

昇降用足場

A－A矢視

支柱

S=1: 15

B B

３ °

昇降用足場

( 上り 線のみ)

( 上り 線のみ)

輝度計受光部( 既設)

中継ボッ ク ス( 既設)

点検足場
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91

S=1: 15

( 既設)

( 既設)

( 既設)

情報板( DL型)
( 撤去)

( 既設)

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

( 注記)  1. 支柱、 基礎は再使用と する。

( 既設)

       2. 情報板の想定重量2000kg

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

DL型情報板装柱図( 撤去)

 DL型情報板装柱図( 撤去)        S=1: 25, 15

( 福木ト ンネル上り DL・ 福木ト ンネル下り DL)
・ 福木ト ンネル下り DL)

89

S=1: 25, 1589

( 福木ト ンネル上り DL



： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

DSL型情報板 情報板( DSL型)

G28×2

DSL型情報板取付金物

マンホール

G28×2

非常電話

可と う 電線管

1
6
0
0

( 撤去)

既設

( 撤去)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

( 既設)

2-φ20

2-φ22
M16アンカー

DSL型情報板取付金物

[  200×90

L=120

40 1020 40

1100

2
0
0

50 1000 50

1100

90

( 既設)  S=1: 10

      2.  情報板の想定重量800kg

( 注記) 1.  支柱、 基礎は再使用と する。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

DSL型情報板装柱図( 撤去)

 DSL型情報板装柱図( 撤去)        S=1: 25

( 福木ト ンネル下り DSL)
( 福木ト ンネル下り DSL)

90

S=1: 2590



　

EL表示部

側面図正面図

監視制御盤

ローレ ッ ト ビス

制御用押釦スイ ッ チ( 照光式)

操作部

監視制御盤

左より

手元

ブザー停止

画面　 入／切

遠方

700

1
6
5
0

5
0

3
0
0

700

(
9
4
0
)

300

500

( 撤去)

監視制御盤

( 撤去)

架台

( 既設)

架台

( 既設)

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

2. 監視制御盤の想定重量200kg  
( 注記)  1. 寸法及び形状については参考と する。

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

監視制御盤撤去図
91

S=1: 10

 監視制御盤撤去図       
91

S=1: 10

( ト ンネル用)
( ト ンネル用)



S=1: 3

路面放射温度計

S=1: 10
凍結表示板
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4
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(
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150

( 318. 7)

550
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気温表示板

凍結表示板

制御機

気温センサー

支柱

点検窓

( 撤去)

( 撤去)

( 既設)

( 撤去)

感雨センサー

( 撤去)

( 撤去)

支柱

( 既設)

路温センサー

( 撤去)

路温センサー

( 撤去)

支柱

( 既設)

( 注記)  支柱、 基礎は再使用と する。

： 既　 設

： 本工事( 撤去)

凡　 例

： 既　 設

( 仮称) 広島高速1号線及び3号線

高速1号線～高速4号線・ 公社本社

広島高速道路公社

路 線 名

図   名

工 事 名

番 

号

図面番号 縮 尺

令和3年度

92/

可変式道路情報板設備更新工事

凍結表示板装柱図( 撤去) 92

S=1: 10, 3

 凍結表示板装柱図( 撤去)        
92

S=1: 10, 3


